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心 の 糧

十二使徒評議員会補助

フ ラ ン ク リ ン Ｄ． リ チ ャー ズ

：末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の き わ だ っ た， 特 徴 の一 つ は， そ の仕 事 が有 給

の牧師ではな く，普通の会員により運営 されているということである。 「あなた

の教会で最 も印象に残 ることは，年齢にかかわりなくすべての人に奉仕の機会が

与え られていることだ」 と教会員でない私の二，三の友人がよく言っている。い
　ののヒ

かにもこれは真実である。実際教会は，神の子供たちが進歩，成長へ向う乗物の

ようなものである。

っまり，指導性を与え， これを伸ばすよい機会が，興味ある健全な活動計画 に

参加するあらゆる年令層の男女，子供たちに与えられているのである。これは大

切な特権であると同時に教会員の責任 ともなる。なぜな ら，教会の発展は，指導

者の成長いかんにかかっており，その指導者には全教会の管理はもとより，伝道

部，ステーキ部， ワー ド部，神権定員会，補助組織，その他の教会組織および活

動のための指導者が含まれるからである。

我々は奉仕の機会 と才能を伸ばす機会があまりにも多すぎて，それが過度の犠

牲を求めていると時々思 うかもしれない。 しか しなが ら，我々はそれを犠牲では

なく，偉大な祝福と考えるように私は提案 したい。

天の父が完全であられ るように，我々一人一入 も完全な者とな りなさいという

救い主の偉大なチャレンジを，決 して忘れてはならない。

我々が参加する各活動は，才能を伸ばす ことのできる機会を与え，完成 という

我々の目標達成 に太いに役立 ってくれる。

我々が与える精神および分ち合 う精神を高揚する時，成長，発展はもちろんの

こと，大きな平安，幸福，喜び，満足が得 られるのである。
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今 月 の 表 紙

７月は記念の月であ り，世界のい

くつ かの国々で，独立記念 日が祝わ

れ る。聖徒た ちが ソル ト・レー ク盆

地 に入殖 したの も ７月下旬の ことで

あった。

ジェ リー ・トンプソン画伯の絵は

あ らゆ る教 会員 に対す る遣産 （記念

品） の一部 を描いてい る。すなわ ち

オハイオ州 からはカー トラン ド・セ

イ フテ ィ ・ソサイアテ ィ銀行紙幣，

イ リノイ州 か ら， ノー ブー退役砲兵

隊 の勲章 ，ノー ブー軍団 の予言者 ジ

ョセブ ・ス ミスが身 につ けて いた軍

刀 ，殉教 の際に凶弾 を くい止 めた ジ

ョン ・テ イラー （後の大管長）の懐

中時 計とカーセー ジ牢獄 の鍵，初期

のソル ト・レー ク盆地 か ら， カモメ

とイナゴおよび ブ リガム ・ヤング大

管長 の古 い銀板写真。本文 「モルモ

ニズム」 ３１４ペー ジを参照。
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両親の責任

我々は非常に重大な時代に生 きている。動揺のあらゆるき

ざしが見え，世界はかつてなかったほどに，混乱 しているよ

うである．古い体制や方法が新 しいものに，速やかに道をゆ

ずっている。この動揺の真只中で，社会を構成す る基となっ

ている家庭もおびやかされている。

末 日聖徒は，家族の絆が永遠であることを知って い る故

に，神聖な家族制度を存続 させ るという責任が，あなたがた

の上 に大 きくかかってくるのである。 末日聖徒の家 庭 の 中

に，束の間のものは存在しない。また末 日聖徒の家族関係に，

この世限りのはかないものは存在 しない。そのようなあらゆ

る絆は永遠であり，持続されねばならない。

末 日聖徒にとって，家庭はまことに社会の第一の単位であ

って，親であることは神であることに次 ぐのである。両親 と

子供の関係は，国やさらに大きな社会において，子供たちを

理想の市民とさせ うるものでなければな らない。立派な市民

となる秘訣は家庭の中に存 している。神 と世の購い主なる御

子とその教会の組織に対する信仰を育む秘訣は家庭に存 して

いる。家庭はすべての中心なのである。

神はこれ らの教えを子供たちの心 に吹き込む責任をその両

親たちの上に置かれた。若い人々の成長 と導 きを助けるため

に設立された日曜学校，Ｍ ＩＡ，初等協会やセミナリーはみ

な大いに役立って くれる。しかし， これら若い人々の生活に

なじんでいる非常に大切な要素 となっているものでさえも，

家庭における両親の永遠性 と影響力に， とって代 ることはで

きないのである。

忠実な人

己れに忠実な人は，真理に逆 らって嘘を言わない。すべて

の人の内に，神よ り与えられた聖なるものが存 している。内

なる神性 に忠実な人は，主に対 しても仲間に対 して も忠実で

ある。

正 しいと知 っていることに不誠実な人は，揺れ動 く弱い人

である。その人は光か ら足を踏み外 し，その聖なる存在か ら

はずれてはるかに遠ざかってしまい，悲 しみが彼をおそうで

あろう。 ．

我 々は，キリス トの福音を持ち，悪に対抗 しようという覚

〈予言者の言葉〉

四 つ の

大管長

道 標
デ ビ ド ０． マ ッ ケ イ
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悟のほどを世に宣言 してきた。

人々をただ喜ばせ るために，あるいはまた 「献身的奉仕」

よりも 「目の前だけの奉仕」を したいという理由で，我々は

この大義を棄てて しまうであろうか ？いやそうではない／我

々は自分自身に，我々の内なる神性 に， またその受けた真理

に忠実に従 うであろう。我々は，まわ りをかこむ悪に，悲惨

と絶望の暗やみへ教会の若人を連れ去ることを許 してはなら

ないことを知る必要がある。今すぐに誠をつくして行動 しよ

う！我々を試みようと企てる人々の仲間に入れられた時，死

に至 るまでも真実に生 きようではないか。

世界を動か してきたすべての人々，たとえばペテロ，ヤコ

ブ，パウロ，古代の使徒である兄弟たちやその他の人々は，

彼 らの良心に忠実な人々であった。

ニューヨーク州パルマイラの宗教指導者たちが，聖なる森

で若いジョセブ ・スミスが体験 したことの故に，彼を迫害 し

た時，ジョセブ ・ス ミスは胸中に主イエスに対する証を懐い

て次のように述べた。 「……私は示現を受けたのであるか ら

それが事実であるのを身を以て知っている。私は神がそれを

知 りたもうことを知っている。私はそれを打ち消す ことはで

きなかった。また敢て打ち消そうともしなかった。」（ジョセ

ブ ・スミス２：２５）

ジョセブ ・ス ミスは最後までその証に忠実であった。彼は

イリノイ州 カーセージの牢獄に近づいた時，同行 した人々に

このように言 ったのである。 「われは，今ほふ り場に引かる

る子羊の如 く行 く。 されど，わが心は夏の朝の如 くに穏かな

り。わが良心は神に対 しまたすべての人に対 しいささかの替

めもなし。」（教会歴史記録第 ６巻Ｐ．５５５）なぜであろ うか ？

彼は自らの証に忠実であり，真に男 らしく生きた。彼は真実

の勇気を持 っていた６

それこそ，末 日聖徒が真理を守る際に持つべき雄々しさで

ある。それが同じ真理を若い人を導 く召に働 く時に，我 々す

べてが必要 とするものである。我々があらゆる誤 りと闘うの

に必要なのはまさにその忠実な心なのである。

「心を雄々しくせよ」

行ないを示 して神によしとされるその一つが我々の理想を

守 り抜く勇気である。今や人４は，現在の病いの万病薬とし

てさし出されるあらゆる人をまどわす理論により，あわてた

り，附和雷同 してはな らない時である。また時代は勇敢な若

者が道徳の標準を高 く掲げることを求めている。その分野に

おいて，我々は最 も真実な勇気を見 ることができ．る。

英雄的資質 は勇気の一語 につきると言われて い る。 しか

し，最も偉大な英雄は，必ずしも戦場において見 られるとは

限 らない。家庭にある若者の中にもこのような英雄を見るこ

とができる。若者のもつ人格 と生命のエネルギーを弱めて し

まうような事柄に敢然 と対抗 し，非難する青年男女を家庭で

見ることもできるのである。

マーク・ホプキンス （アメリカの哲学者）はこのように語

３１０

うている。 、
「世界史上，道徳的に正 しい生活をする英雄を，これほど

必要とする時代はかつてなかった。世界はそのような人物を

待っでいる。神の摂理は，科学が彼 らのために働き，道を備え

るように命 じてきた。彼 らのたき６に，科学は鉄の軌道を敷 き，

電線を張 りめぐらし，大洋に橋をかけている。 しかし，彼 ら

はどこにいるのか ？現代の人間関係および国際関係に，より

高い生命の息を吹き込んでくれるのは一体誰であろうか ？」

またある偉大な科学者は言っている。 「世界で最 も大切な

ことは，ガリレオやファラデーやその他の人々の発見ではな

く，道徳的，霊的価値の実在を信 じることである』

私はイエス ・キ リス トの福音の道徳的，霊的価値を持ち続

けるために，若人に勇気を持っように訴えるものである。「た

とい人が全世界をもうけても，自分の命を損 したら，なんの

得になろうか。また，人はどんな代価を払って，その命を買

いもどすことができようか。」（マタイ１６：２６）

打ち勝っ力と天父の個人的な親 しいご加護を信 じ，勇気を

もって困難に立ち向おうではないか。

「すべて主を待ち望む者よ。心を雄々しくせよ。そうすれ

ば主はあなたを強められる」（欽定訳詩篇３１：２４）

自らに問わせよう

我々は教会の中で時々二つのグループの人々に会う，すな

わち建設的な人々とつぶや く人々である。 「私はどちらに属

するであろうか」と自らに問わせてみよう。

我々は務めを果たすために召されている。神権および補助

組織の指導者が新 しい計画を紹介すると，会員の多くは 「は

い，やります。 これ らの新しい計画をなし遂げまし．よう」 と

言 う。 しか し，「いいえ，そんなことはできません」という人

々のっぶやきやあらさが しの声を聞くこともたびたびある。

判断を誤ると，ある人は神の声 に喜んで従ったニーファイの

ようにではなく，レーマンやレミュエルのようになることに，．

自らす ぐに気づ くのである。（１ニーファイ１７：１７参照）

我々は自身を見守 り，指導者によって示される模範に心か

ら従って生活 しよう。次のような警告が度々発せ られている。

「権威ある者にさからってはならない」これはどういう意味

であろうか。「不平を言ってはならない」とい うことである。

神権および補助組織の指導者に不平を鳴 らすことが，末 日聖

徒の家庭に入 り込むと最 も害のある事の一っとなる。なぜ指

導者はその地位に召されているのであろうか。自らの利益の

ためであろうか。いや，いまだかつて個人的な利益のために

召された人の例を， この教会であげることはできない。ある

召がなされる時，それは誰かを，クラスの人々をあるいは広

く人間を祝福するためになされるのである。それは教会の大

管長か ら最近の改宗者に至るまで，全会員の使命なのである。

すべての人は王国を建設 し，人々を祝福し，人類社会に義 と

貞潔と高徳をもたらすためにその地位 につ くのである。
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研究 と信仰

とに よ りて学 問

を求 むべ し

ロ ー ウ ェ ル ：Ｌ． ベ ニ オ ン博 士

「……汝 ら最も善き書より知恵ある言葉を探し求めよ。ま

た正に研究と信仰とによりて学問を求むべし。」 （教義と聖

約 ８８：１１８）
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気 あ るエ ライ ジ ャは カル メ ル 山 に立 っ て， 古 代 イ ス ラ勇

エルの民に叫んだ。 「あなたがたはいつまで二つのも

のの間に迷っているのか。主が神ならばそれに従え。 しか し

バアルが神ならば，それに従え。民はひと言 も彼に答えなか

った」。（列王上１８：２１）道理は明白である。バアルに仕える

か，生 ける神に仕えるか，エラィジャはどちらか片方を取れ

と言ったのであった。一

現代のイヌラエルにとって，選択はそれ と明 らかに異って

いる。我々には，徳，罪悪，愚かさ，知恵などが代々を経て

引き継がれてきた。古代イスラエル人の生活はそう豊かでも

驚異に満 ちてもおらず，非常に複雑ダ不確かで動 揺 して い

た。先祖の信仰に育まれ，人の世に移 り変わりゆく知恵を集

め，知識を豊かに受けた末 日聖徒の若人には，正 しい人生観

を築 くという大切な仕事がある。人生を満たすその正 しい中

身は， どこに見出せるのであろうか。

西洋文明の生活 と思想を育んだ二つのおもな 遺 産 が， ユ

ダヤに発祥 したキリス ト教の信仰とギ リシャ人の合理性であ

る。ヘブライの予言者やイエス，パウロか ら，我々は人間関

係に正義 と慈悲を命 じたもう真理 の啓示者，生 ける神への信

仰を得る。法治主義，民主主義，個人の：尊厳，弱き者への同

情，権利 と財産の機会均等など，大切 に引き継がれてきた制

度は，予言者たちのもた らしたものである。

ヘブライの予言者と違 って，ギリシャの哲人たちは深い信

仰の心を持たなかった。彼 らはむしろ， ものを考え造 り出す

といった人の偉大な能力の発見に力を注いだ。たぐいない文

学，彫刻，建築を産み，、洞察と客観的な態度の両面から，人

自らや宇宙を研究した。ギリシャ人は哲学 と近代科学の基礎

を築いたのである。

このように我 々は，ユダヤ人とキリス ト教か ら 「信 じる意

志」と 「義に対する飢えと渇 き」を受け継ぎ，また特にギリ

シャ人から尋ね求あ批判す る心の態度を受け継いだ。ウィリ

アム ・ジェームスは信心深い人々をやさしい気質の人々と呼

び，哲学者や科学者を頑健な気質の人々と呼んだ。末日聖徒

の若人はこの両方でありたまえ。一 しか し，それは容易な

ことでない。

回復には，信仰と合理性がみごとに一体 となっている。回
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復された福音の中には，生ける神 とその御子イエス，および

神の子としての人間の尊厳への信仰が再び教えられており，

聖典や予言者が力を込めて説いた義が改めてもう一度強調さ

れている。 しか し，その上 にさらに何かが，すなわちギリシ

ャ人の理性に類似するような何かが加えられてい るの で あ

る。回復された福音は，冷凍機か ら取り出した凍 った果物の

ように，完全に固まった形で人に与え られるのではなく，山

の泉か らあふれ出る水のようであらねばな らなかった。芸術

や科学 と同様に，宗教も，人が必要 とし，探 り求めるのに応

じ子神より啓示を与え られ成長してゆくものであ多。

ジョセフ・スミスも，’聖典や予言者があらゆる知識を与え

てくれるのでないことを知っていた。 「人は努めて善き業に

従い，多 くの事をその自由意志によりて為 し遂げよ。……そ

は人自らの中に自由の意志ありて己れの事を自ら為す者なれ

ばなり」 （教義 と聖約５８：２７～２８）末日聖徒がはじめに建て

た家は，礼拝の家であるとともに，人が研究と信仰によって

学問を求あ，最 もよき書から知恵を得るために学ぶ学問の家

でもあった。そこでは神学だ けで な く，天文学，系図，歴

史，政治学，時事，国語，をも学んでいた。（教義と聖約８８）

近代の啓示は考えることを勧めており，啓示中にも考える

べきことが教えられ℃いる。 「神の栄光は英知なり」 「人は

無知にして救わるること能わず」 「すべての王国には皆一つ

の律法を与え られる」 「定め られたる一つの変らざる律法あ

り」などの大いなることばは，若人に家や外で学ぼうという

望みを植えつけている。

有名なブリカム ・ヤング， Ｂ．Ｈ．ロバーツ，ジェームス

Ｅ．タルメージ，ジョン Ａ．ウィッツォーなどのモルモン

の著作家たちは，回復された福音の理にかなった点を強調 し

てきた。それはウィッツォー博士の初期の作品， 「神学の合

理性」 という本のタイ トルに説明されるであろう。

回復 された福音に見 られる信仰と理性の結合は，我々の要

求するところと一致する。しかし同時にそれは衝突を生 じる

原因でもある。若人は信仰によって学聞を求めよ と教 え ら

れ，大学へ行 くが，キリス ト教の信仰を抱 く末日聖徒は時４

自分の信仰の基礎をゆすぶ られる。 リックス・カレッジ， Ｂ

ＹＵ，インステ ィチュー ト，セミナリーなどが，覗 世の学問

を探求する際に学生の信仰を守る助けとなるべ く設立されて

きたが，つまるところ，自分の道を見出 して，信仰と理性を

矛盾なく結合させることは，個人個人にまかされている。

若人にとって，宗教にもとつ く信仰をこの世の思考にもと

つく理性 と調和 させ ることが難 しいのは，なん ら不思議でな

い。言葉 も心 も価値判断の基準も一人一人違う。世界がばら

ばらのように見えることもあろう。末日聖徒の若者にも新し

い知的な関心を得て宗教を捨てる人や，大切な自分の信仰を

失 うことを恐れて，学問上あともどりする人がある。だが，

信仰と理性を二つながら正 しく認識 して，それにのっとって

生 きる人々もいる。真剣な探求と信仰の試練に導 くな らば，

衝突も健全である。
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回復 された福音の精神 と真髄を知 り得た末日聖徒は，人生

を見る時に信仰 と理性の一方を選ぶのでは．な く，信仰と理性

を両方 自分のものとするのである。我々の宗教は，探求の心

と信仰の心 とを深 く尊重することを教える。宇宙を力な くま

わ り続ける偶然の生きものとして自主性のない状態に生 きる

人間は，信仰 と絶望のどちらをも選ぶ こともで き る。 しか

し， 自分の人生を生 きたいと望む人は，信仰によって こそそ

の望みを最良に達成できるのである。さらに言えば，個とし

ての人間にそれぞれ与えられたかけがえのない心というもの

を充分に用いないことは，すなわち神の子供，人間としての

本質を拒むことである。今までのことをふ り返 り，そのたあ

の方法を提案 して結論としょう。

１．人は信仰と理性の相違を尊重せねばならない。そこに

他人と同じ画一的な人生の見方を期待してはならない。結婚

を例にとって考えると，男性 と女性が同じように感 じ，考え

行動することを求めるとしたら，その二人は大 きく誤ってし

まう。二入とも外見も役割も明 らかに異った人間 で あ るか

ら，互いに同じことを要求するのでなく，不足を補いあうべ

きである。そのことが哲学あるいは科学と，宗教 との間にも

言える。さらに説明を加えて明 らかにしよう。

：地質学は，地球の構造と歴史を，因果関係に基 い て 組 織

的，実験的，包括的に研究する学問である。創造の過程がど

のようであったか，という大きな問題について，科学書や論

文が幾千となく流布 してきた。

宗教 も地球に関心を寄せている。 しか しそれは違 った視点

からである。聖典は創造について くわ しいことをほとんど語

っていない。たとえば侵食の原因結果を何 も教えていない。

創世紀に述べられているのは 「はじめに神は天と地とを創造

された」という言葉であり， 「……かわいた地が現われよ」

「われわれのかたちに，われわれにかたどって人を造 り…」

と神が語 られたということである。 （創世記 １参照）モーセ

の書の第一章には御父と御子の果てしない創造の業がごく簡

単にこう述べられている。 「無数の世界」と。……天文学，

物理学，化学，あるいは地質学の言葉ではなく， 「人に不死

不滅 と永遠の生命をもたらす」という創造の神聖な目的を信

じる信仰をうながす言葉として……。

創造主をたたえて主 とその御業を信頼 し，あがめるために

聖典はよく自然をとりあげている。詩篇の８，２３篇， ヨブ記

３８～４１章，教義 と聖約８８章を読んでみたまえ。その目的をよ

く感 じることであろう。科学は自然を客観的，機械的に説明

するが，宗教は，神を信 じその御名を尊び人生の目的を知 る
ピ

ようにと，魂をふるいおこし高きを望ませる詩的な言葉を用

いる。

科学と宗教の間には本来重なりあうところがある。たとえ

ば 「タバコは身体のためにならず…」という知恵の言葉がそ

れである。 しかしその言葉は科学用語で述べ られておらず科

学実験によって証明もされず，ただ主の御言葉として簡単に

教え られているだけである。啓示全体は宗教的である。
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ほとんどの聖句は，科学以前の時代に生 きた人間の，教科

書に使 うように正確でくわ しい言葉ではなく，信仰と倫理の

言葉を通 して我々に与えられた。聖典は，神やキリス トと我

々との関係，隣人に対する我々の道徳的責任を教える。それ

は信仰，道徳 隣人愛の教えである。我々が創世紀から地質

学や動物学を，あるいは詩篇か ら天文学，教義 と聖約から物

理学， ヨナ書か ら生理学を学ぼうとするならば，大きな誤 り

をおかしてしまう。

宗教は非科学的，非哲学的，非合理的なものではない。実

験や合理性に立脚するものである。人の目的や生物界に占め

る人間の位置を明 らかにすることによって，あらゆる生命に

意味を与えようとする宗教は，科学の知識を超えている。純

粋に科学的な観点か ら見れば，人はある生物学者の語ったよ

うに 「永遠のふちに立たされた無用な極小の存在」 と思われ

ることであろう。 しか し宗教は宇宙の地球に存在する人間に

意味を与えている。 ’

２，科学も宗教も謙遜に歩むことを教える。両方とも人間

の視野が地球に限 られているゆえに，未知の事柄が既知の事

柄よりはるかに多いのである。

近代科学の天才，アイザック・ニュー トン卿は言 った。「私

は世に対 して自分がどのような者であるかを知 らない。 しか

し私自身にとって，私は，すべてが未知のままに広がる広大

な真理の海を前にして，時々ふつうの貝よりもきれいな貝や

見慣れた石よりもなめ らかな石をひろったといって喜びなが

ら，海辺にたわむれている少年のように思える」 （ブルスタ
ー， 「ニュー トンの自叙伝」第 ２巻２７章）名を受けるに値す

る科学者はみな，自分の下した結論が仮説であって，現在の

見解もさらに高い見解が現われた時にはその意味が変わるこ

とを知っている。彼 らは，幾分人の生命を明らかにしてゆ く

実 り多い仕事であるゆえに，科学を研究するのである。

宗教もそれと同じ謙遜の心を促す。主はヨブに答えられた
「無知の言葉を

．もって，神の計 りごとを暗 くするこの者はだ

れか」（ヨブ３８：２）。またベンジャミン王は明 らかに述べた

「……人間は主の悟 りたもうことをことごとくは悟れないこ

とを信ぜよ」 （モーサヤ４ ：９）。イザヤは言６た，「わが思

いは，あなたがたの思いとは異なり，わが道は，あなたがた

の道とは異なっていると主は言われる。天が地よりも高いよ

うに，わが道は，あなたがたの道よりも高 く，わが思いは，あ

なたがたの思いよ りも高い」（イザヤ５５：８～ ９）パウロはは

っきり結論している， 「わたしたちは，今は，鏡に映 して見

るようにおぼろげに見ている。 しかしその時には，顔と顔と

を合わせて，見るであろう。わたしの知 るところは，今は一

部分にすぎない。しかしその時には，わたしが完全に知 られ

ているように，完全に知 るであろう」 （１コリン ト１３：１２）

福音が御父と御子 と聖霊から啓示を通 して与えられている

とは言え，それは 「……僕 らの理解せんがたあ，彼 らの言葉
ら

ぶ りにな らいてわが僕らの弱きままに与え られ」な くてはな

らなかった。 （教義と聖約 １：２４）人は人として見るのであ

って，神として見るのではない。我 々は永遠にわたって創造

主か ら教えられるので，探求する広い心 と大胆かつ謙遜な態

度を持つ ことは我々に似つかわしい。

３．科学，宗教とも，それに対する自分の見解が成長 し変

化することを認めよ。我々はこれまでに，科学の発見には本

来仮説的な性格のあることや，すでに知 られていることがご

く少ないということを述べてきた。それは宗教についても真

実である。福音には永遠の原則が包含 されているが，その完

全な意味は神のみ知 りたもう。神， 自由，愛，悔い改あ，そ

の他の原則が真実どのようなものであるかを完全に知ってい

る人は一人もいない。そのゆえに，信仰 と理性の事柄に関 し

て，心を広 く保つことが大切になる。正直に関す る現在の私

の考え方は，子供の時に， うそをつかず盗まないことという

言葉で教え られた考えよりも，ずっと大きくなってい る。他

のあらゆる原則に対してもそれはあてはまるであろう。私は

今もなお，愛を理解 し， どのようにしたら友人や 「敵」にも

愛を表わせるかを知 ろうと努め，その原則を仕事や市民活動

や国際関係にどうあてはあるべ きかを知ろうと努あている。

不滅の作品 「ファウス ト」でゲーテは言った， 「父の遺産

か ら何を借 りようとも，真に所有す るためには働いてそれを

獲得せよ」。どの世代にあっても，末日聖徒は各々自分 の時

間を用い自分の環境にあって自分で福音を学ばな くてはな ら

ない。福音は個人個人の中で，根を張 り，木に育ち，つぼみ

をっけ，花を咲かせ，実を結ぱなくて．はならない。

４．ヘブライ人の信仰とギリシャ人の合理性両方に忠実で

ありたまえ。予言者や救い主が信仰 と道徳を説いたイエス ・

キ リス トの福音は，我々の生活の中でその真実性が立証され

てきた。詩篇２３篇は，人を訪れる悲劇に抗 して，希望と慰め

を与えてくれる。信仰，悔い改め，バプテスマによるキリス

トとの交わ りや八福の教えは，真，善，美によって生 きる人

生の地図を描いてくれる。 「信仰ヘジャンプしなさい」と我

々を招 く福音は，また論理的でもある。

科学も，我々の生活におけるその真実性，有益性を立証 し

てきた。法や自然の力が科学によって治あられて，よけいな

怖れや迷筒 疫病が除かれ，寿命は伸びた。科学は我々に学

問の精神と方法を教え，素晴らしいやり方で人生の展望を広

げている。

信仰と研究 の実り多いことが明らかにされた今，我々はど

うして片方を除外 して良いことがあろうか。衝突 しあう分野

でなぜ結論を急 ぐのであろうか。また，真理を探 求 す る時

に，学究的学問や宗教においてなぜ信仰 と理性とを用いない

のであろうか。

良い人生 とは，愛によって教えられ，信仰に支えられ，理

性に導かれる人生である。願わくは我々が研究と信仰 とによ

って，人生を歩む知恵を得 られるように。
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モ ル モ ニ ズ ム

ド イ ル ：Ｌ． グ リ ー ン

編 集 長

復 された福音と再び地上 に建てられ是イエス ・キリス回

トの教会についての話，宣教師の持つ証と心か らなる

働 き，モルモン経のおしえ，人々の関心を集めつつ世に広が

る神より啓示 されたまことの御言葉。この新しい教会を耳に

するだけで懐疑の思いをいだく人々の多いなかにも，正直に

探求する人々はこの福音に心ひかれた。 この町か ら一人，あ

の家か ら二人，人々はいで行きバプテスマを受けた。アメ リ

カ合衆国， カナダ，のちに英国，さらに全世界を通じて改宗

する人々は続いた。

神の王国に入る多くの人々は，教会の群れに加わ りたいと

強 く望み，故郷を離れて予言者 とその民に従った。

この小さな教会が発展 してゆくに従って，反対 も大きくな

り，教会の中心となる場所はニューヨークか らオハ・イオへ，

さらにミ、シシッピーの河を越えて合衆国の西の境 ミズーリ

州ジャクソン郡に移っていった。新 しい信仰の指 導 者 た ち

は， この辺境の地を教会員の集 う理想の場所 と考えた。彼 ら

糺 ち ㍗ Ｐ

部 遍 ノ∴捻 渉 貯 、摯藩、準

麟総 身藩 ：炉乳 銚
が ㌔ 瓦虻 」 亨 「 ら 曜 η潤 兆７

一伽 蔚 陰 ∵ ㌦ 隙も！認 ㍗籍 露鷺鷺で
為し『 噛 言 砦 壌 蕩 寡 瀧

く誤 擦 無

垂

教 会 の宣 教 師 た ち は ，初 め に ア メ リ力合 衆 国， 次

いで カ ナ ダ， ヨ ー ロ ッパ ， 南 の 海 の 島 々， そ して世

界 中 に福 音 の メ ッセ ー ジを 伝 え 始 め る

はそこに土地を買い，家を建て，町を築いた。

しか しそれは成 らず，新 しい入殖者と古 くからの住民の間

に共通するものはほとんど見出せなかった。 ミズーリの経済

社会は南部に見 られ るごとく，奴隷制の上 になりた って い

た。人を強制す ることは，全人類の自由を信 じるモルモンの

信仰と真っ向か ら対立 した。彼 らの予言者は 「人類が現世に

在 るのは幸福を得んためである」と教えた。

多くの人々が合衆国へ移って来て，特に一州に集まると，古

くからの住民は政治勢力のバランスが崩れると考えた。その

上 に，集 まる人々の信仰 と教義は珍 しく変っていたため，彼

３１４

Ｌ



らは警戒の心を強めた。モルモンの人々は公然と，骨肉の体

を有 し豊かな感情 と愛を持ちたもう神が，人 に不死不滅 と永

遠の生命をもたらす栄えある御業を為したもうと宣べて，人

に反する言葉を語 り，回復 された完き福音をいただくキリス

トの教会が，地上でイエスが設立 したもうた形 に従って再び

この地に打ち建てられたと宣言した。彼 らは別個の御三方か

らなる神会を信 じた。あらゆる人間はみな実際に神の息子，

娘であって，神に似せて造 られたと教えた。

神 と人についてのこのように高遠 な新 しい概念は，従来の

人々の理解を越えてまったく異なっていた。それ らの人々は

その教えを異端の物語であると見なした。

誤解 と不信 と偏見は人々を暴力へと駆 り立てた。知事や法

廷への嘆願も受けつけられなかった。他の州に安全な庄み家

を求める試みも失敗に終った。ついにモルモンは，知事か ら

の 「撲滅令」を受けてミズーリ州を追われたのである。

多くの困難を受けた教会 も，束の間なが らイリノイ州に避

けどころを見出した。１８３９年ジョセブ ・スミスは， ミシシソ

ピー河が西に流れるデモーインの急流の上手に数百工一カー

の荒地を買い入れ，その土地をコマースと呼ん だ。 そ こは

「美 しいもの」という意味の 「ノーヴー」 という名に変えら

れて，民は再び力を尽 して家を建て教会や学校を建設 した。

１８４３年のはじめまでにこの 「聖徒 の町」の人口は一万二千

か ら三千人ほとになった。設立許可が与えられて市制が敷か

れた。ノーヴー市は発展 しイリノイ州で最も大きな町となっ

た。町を訪れる人 々はうるわしい社会とまじめに勤勉に働 く

人々をほめた。結婚などの神聖な儀式の執 り行なわれる美 し

い神殿建設の仕事 も進められた。回復された教会の教えによ

れば，結婚は神によって定められたものであって，権能を持

った人によって正 しく執行 される結婚は永遠を通 じて続 くの

である。末日聖徒の結婚式に 「死が二人をわかつまで」とい

う言葉は聞かれない。

神は人をかたより見たもう御方でなく，あらゆ る時代に住

んだあらゆる人がみな来たるべき世で神 と共に住むための機

会を受けるという信仰に従 って，彼 らは神殿において， この

世で真理に耳を傾ける機会にあずからなかった死者にかわっ

て代理の働きを行なうことを願った。

しか し，他の土地で教会を悩ましたと同様の問題が ノーヴ

ーでも始まった。宗教上の迫害や不寛容に加えて政治的な相

違 も起 き，予言者は前に被った悲劇を再ひ繰 り返すことを予

想 した。

１８４４年 ２月２０日，彼は日記にこう記 している。 「十二使徒

を土地の調査のためにカリフォルニアとオレゴンへ 行 か せ

ノー ブーの 美 しい 市 は 焼 か れ ，住 民 は 家 を見 捨 て てで

き る だ けの胸 を 携 え て ，西 方 の 荒野 へ と逃 れ る。 エ ドワ

ー ド ・グ リグ ウ ェアー
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た。悪魔に くつがえされることなく，良い気候のもとで生活

し，心ゆくまで生 き長 らえることのできる土地，また神殿が

完成したのちに移 り，山中を切 り開いて短時日に町を建て，

我 々自身で市政を司ることのできる良い土地を捜すようにと

彼 らを遣わした」西部には不吉なきざしを見せる雲と暗黒し

か見出せなかった。 しかし彼は 「西部に光がある」と幾度と

な く語 った。

しか しながら，教会に対す る憎悪と反感は急速に増大 して

土地を調べに行 く偵察隊は送 られなかった。暴力の嵐は ノー

ヴーを吹きまくり，ジョセブ ・ス ミスと兄ハイラムは ミシシ

ッピー河を越えて安全なアイオワへ逃れた。 しか しそれも短

い間で，ジ ョセブ ・ス ミスは大勢の人々に引き返す ことを要

請 され，心を決めた彼は大逆罪の責めを受けて捕縛された。

ジョセブは試練を恐れなかった。それまでに偽 りのとがを

最初 の追 い 出 さ れ た モ ル モ ンが ノー ブーの 住 家 を 去 って ，

ミシ シ ッ ピー川 を渡 り， 不 竜 の ロ ッキ ー山 脈 の 谷 へ ２，１００キ

ロの旅 に出発 した の は， １８４６年 の 真 冬 で あ った 。 リン ・フオ

セ ッ ト

受 け て４７回 も捕 らえ られ たが ， 有 罪 の 判 決 は 一 度 も下 され な

か っ た。 しか しそ の時 彼 は， 役 人 た ちが 保 護 を 約束 した に も

か か わ らず ， 自分 の死 に よ って モル モ ン教 会 が滅 び る と信 じ

た暴 徒 た ち の手 か ら逃 れ る こと はで きな い ことを 知 った 。

彼 は友 に語 っ て い る。 「も し私 の生涯 が と もが ら に と って

価 値 の な い生 涯 で あ る な らば ， そ れ は私 自身 に と って 何 の 益

に もな らな い生 涯 な のだ 」。 ジ ョセ ブ ・ス ミス は再 び河 を 越

え て， 知 事 だ け でな く血 に飢 え た 暴 徒 の待 つ カ ーセ ージ へ と

向 か っ た。 町 に近 づ くと ジ ョセ ブは 言 った 。 「私 は今 ほ ふ り

場 に 引 かれ る子 羊 の ご と くに行 く。 しか し， 私 の 心 は夏 の 朝

の よ うに穏 か で あ る。 私 の良 心 は神 に対 し，覧ま た す べ て の人

に対 し， い さ さ か の替 め もな い。 私 は 罪 な く して死 ぬ。 世 の

入 々 は， 彼 は残 忍 な者 の手 に よ って 殺 され た と言 う で あ ろ

う」。 １８４４年 ６月 ２４日の こ とで あ った。 そ れ か ら三 日の の ち

に， 暴 徒 は カ ー セ ー ジ の牢 獄 を 破 り， そ こ にか くま わ れ て い

た ジ ョセ ブ と共 に い た人 々を 襲 って ， ジ ョセ フ とそ の兄 を殺

した。 予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は， 証 を 自 らの血 に よ っ て結

び か た め た の で あ っ た。

教 会 を設 立 した ジ ョセ ブを 殺 せ は 教 会 が 崩 れ る と考 え て い

た人 々 は落 胆 した。 彼 らが 殉 教 した後 ， ノ ーヴ ー の民 は悲 し

み わ して もろ うば い は しなか った 。 「落着 きな さい， 主 が神

に ま します こ とを知 りな さい 」。 この言 葉 が 人 々 の指 標 と な

っ た。 プ リガ ム ・ヤ ン グを 長 とす る十 二 使徒 評 議 員 会 が 指 導

権 を と り， 教 会 の組 織 や 働 き はほ とん ど支 障 な く続 い た。 主

は予 言 者 の死 に備 え て す べ て を よ く準 備 して い て下 さっ た。

一 方 ， ジ ョセ フ の死 に よ って 迫害 が止 む こ と もな か っ た。

偏 見 は人 々 の心 を固 く し， ノー ヴ ー市 の憲 章 は撤 回 され た。

イ リ ノ・ｆ州 は， モル モ ンが 州 を 立 ち去 るよ うに と要 求 した。

彼 らは何 が で き た で あ ろ う。 と こへ行 け た で あ ろ う。 自 ら

の宗 教 を捨 て る こと はで きな い こ とで あ った 。 そ れ は， 家 庭

を捨 て生 命 を捨 て るよ りも大 きい こ とで あ った 。証 を捨 て る

こ とは ま さ に不 可 能 で あ った 。 自 ら真 で あ る と知 っ て い る こ

とを ど う して否 め よ うか 。

た だ一 つ の答 え しか な い 。 彼 らは殉 教 した予 言 者 の計 画 に

従 い， 西 方 め ざ して ロ ッキ ー の山 へ 向 か お う と した。 そ こで

は もは や焼 かれ る こと のな い 家 を 築 き， 見捨 て る こ との な い

神 殿 を建 て ， 喜 びを も って 神 を 礼 拝 で き るの で あ る。

ア ー カ ン ソ ー州 の トー マス ・ド リュ ー知 事 は教 会 指 導 者 に

手 紙 を書 い た。

「私 は貴 殿 の 申 し出 られ た 移 民 の計 画 に心 よ り賛 同致 しま

す 。 何 を主 張 す る よ りも まず あな た方 の社 会 を築 い て み れ

ば， 少 な くと も， あな た の組 織 され た こ とが現 実 に耐 え ぬ く

か否 か を試 し， ま た人 間 の状 態 を 改 善 して ゆ く秀 れ た考 え を

さ らに伸 ば し， 市 民 の持 つ 自由 と宗教 の 自由 に 貢献 す るた め

の機 会 が 得 られ ます 。末 日聖 徒 が オ レ ゴ ンに入 殖 な され ば，

彼 らは博 愛 者 の善 意 と人 道 的 な友 愛 を も携 え て来 られ る こと

で し ょ う。 も し彼 らが悪 い 人 々で あ るな らば， 報 酬 は大 幅 に

減 るで あ りま し ょ う し， 良 い 人 々で あ るな らば， そ の移 民 に

よ って ， 時 期 が 来 れ は， 文 明 世 界 全体 に そ の こ とを 明 らか に

す る ことが で き ま し ょ う」。

財 産 を処 分 し， 幌 馬車 を作 り， そ れ を 引 く馬 や牛 を買 い，

平 原 や 大 草 原 を 千 五 百 マ・ｆル 以上 も旅 す るに必 要 な品 物 を集

め るた め に， 彼 らは六 ヵ月 の 猶 予 を願 った。

山 の谷 間 あ ざ して 千 五百 マイ ル の旅 ， 大 陸 の ほ ほ半 分 ほ ど

の道 の りが 彼 らと迫 害 者 との 間 を へ だ て るの で あ る。 まば ら

に入 殖 者 の い るア イオ ワを 五 百 マイ ル行 き， さ らに ミズ ー リ
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河を越えてオマハ族，スー族，ウー ト族の土地を通り，文明

からほど遠い未開の地を千マイルも行 く旅であった。

六ヵ月は長すぎないにもかかわらず，暴徒たちは時期を待

ちきれずに，暴力はますます激しくなっていった。それと共

に，連邦政府が彼 らに干渉して計画をはばむかもしれないと

いう噂が広がった。立ち去ることが滅びることであってはな

らぬ。そのようなことを引き起 こしてはならぬ。予言者が遭

遇した同じ道をたどらぬよう教会を守 らな くてはならない。

店や仕事場は昼夜休みなく働いた。

最初の一団は１８４６年 ２月 ４日，住みなれた家に別 れ を告

げ，真冬の厳 しい寒 さの中を河を渡って未開の土 地 へ逃 れ

た。

船を渡す作業は昼 も夜 も続けられた。１５日までにはミシシ

ッピー河が固 く凍 って，多くの人は氷の上を渡 ることができ

た。四月の下旬までにはほとんどのモルモンが町を離れた。

町を離れて荒野へ旅立つ時のことを想像 してみたまえ。ほ

とんどの人は辺境の地 の厳 しさに慣れてはいなかった。迫害

者たちは，彼 らが荒野で死んで しまうと考えた。

一急いで町を離れな くてはな らなかったため，大勢の人たち ド

そ ろ え る こ とは， す で に苦 しい 状 態 に あ った 家族 にな お い っ

そ うの重 荷 を負 わせ る こ とで あ ると充 分 承 知 して い た に もか

か わ らず ， ブ リガ ム ・ヤ ン グ は人 々 に応 募 を 勤 め， 五 百人 の

義 勇兵 が集 ま っ た。 モ ル モ ン大 隊 は カ ン サ スを 通 り， 今 は ニ

ュー メキ シ コ とな っ て い る未 踏 の土 地 や ， ア リゾ ナ， カ リフ

ォル ニ アを行 軍 した。 歴 史 上 最 長 の道 の りを行 進 した モル モ

ン大 隊 の 話 は感 動 に満 ちて い る。 彼 らは やが て谷 で家 族 と再

会 した。

１８４６年 の秋 ま で に， 一万 五 千 の人 々， 三千 台 の幌 馬 車 ， 三

万 頭 の羊 や 馬 や 牛 が ミズ ー リ河 に移 動 して い た。 彼 らは そ こ

で冬 季 間 を過 ごす こ と に決 めて ， ウ ィ ン ター ・．ク ォー ター ス

を で き るだ け住 み よ く しよ う と働 い た。 一 月 のは じめ にな っ

て， 掘 立 て小 屋 と も言 え な い ほ ど に粗 末 な家 が 一 千 戸 ほ ど立

て られ た 。

厳 しい 冬 で あ っ た。 栄 養 失 調 や不 充 分 な衣 類 と そ まつ な 住

が 病 気 に かか っ た。 家 を あ と に して １０マイ ル ほ どの地 点， シ １曝 霧無癖 ［

ユ ガ ー ・ク リー クで キ ャン プを 張 っ た初 めて の晩 に， 寒 さや

嵐 か ら守 るた め に しつ らえ られ た粗 末 な仮 小 屋 や 幌 馬 車 の中

で ９人 の赤 ん坊 が生 ま れ た。

しか しキ ャ ン プ は ま もな く組 織 され て ， 一 行 は西 に向 か っ

１欝灘灘ｌｌ灘嚢
歌 声 は響 い た 。

「他 の人 が刈 り入 れ られ るよ うに種 を ま こ う」 とい う言 葉

が 合言 葉 にな った 。春 が過 ぎ夏 が来 る と， 彼 らの通 っ て行 っ ・

た 道 に沿 った何 百 工 一 カー の土 地 は， 続 い て西 に 向か う人 々

によ って鍬 を入 れ られ 種 が まか れ て い っ た。 あ と に続 く人 々 ゴ

がそれを耕やし，実りの時には他の人々がそれを 刈 り入 れ

た。

ちょうどその頃合衆国はメキシコとの戦争に巻 き込まれて

いた。 ６月２６日， マウン ト・ピスガのキャンプへ三人の騎兵

が，五百人の義勇兵を募ってカリフォルニアへ向かわせよと

の 「モルモンへの通達状」を携えてやってきた。

教会指導者はそれ以前に政府の助けを乞うていたが， この

ような形でその返答がきたのであった。 しかし，ブリガム ・

ヤングはそれを，和平への申し出，モルモンがアメリカ合衆

国に忠誠をつ くす民であることを合衆国の人々に示すよい機

会であると考えた。父親や屈強な若者を要求 された人数だけ

ワイオミングのプラット川を渡る幌馬車隊

野螺 瓢藁螺

ま い に加 え， 重 い病 気 が 発生 した。 ネブ ラス カ州 フ ロ レ ソス

の丘 の墓 地 は そ の悲 惨 さ を物 語 っ て い る。 そ の墓 地 に は六 百

人 の モ ル モ ンが埋 葬 され た。

しか しつ い に春 が や っ て きて， 「イ ス ラエル の陣 営 」 は ブ

リガ ム ・ヤ ン グ らに 率 い られ， 十 二 使 徒 に指 揮 され て， 西 方

へ と向 か った 。

開 拓 者 た ちが グ レ ー ト ・ソ ル トレー クの谷 へ 入 り， ブ リガ

ム ・ヤ ン グが そ こを 居 を 定 め る場 と宣 言 した の は， ７月 の お

わ りで あ っ た。 この 大 盆地 に と う もろ こ しは育 た な い とい う

ジ ム ・ブ リ ッジ ャ ー の言 葉 も， 恐 れ を知 らぬ指 導 者 の 勇気 を

く じき は しな か った 。 カ リフ ォル ニア行 きをす す め た人 々 の
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声 も うけ つ け られ な か っ た。

６月 ２６日， ソル トレ ー ク市 を見 お ろす エ ンサ イ ン ・ピ ー ク

で， プ リガ ム ・ヤ ング は少 数 の男 た ちを 前 に言 った 。

「兄 弟 た ち よ
， イ ン デ ィア ン に備 えて 探 検 隊 を組 織 し， 行

こ う と思 う と ころへ 行 っ て よ うす を 調 べ て きて くれ たま え 。

そ して ま た こ こへ 戻 りよ い場 所 を 報 告 して ほ しい 」

この 谷 間 へ入 る一 年 以 上 も前 に谷 を 示 現 に見 て， 「こ こに

穀物 が育 つ こ とを ノー ヴ ー神 殿 の中 で 知 っ た」 と， の ち にブ

リガ ム ・ヤ ン グは語 っ た。

彼 は こ う書 い て い る。 「ジ ョセ ブ の時 代 に， 我 々 は こ の土

地 に ？ い て 一 度 に数 時 間 も話 しあ っ た。 こ こへ 移 動 す る こ と

につ い て， 私 が ど うに か で きた と思 っ て ほ し くな い 。 そ れ は

全能 者 の摂 理 で あ っ た。 神 の力 で あ っ た。 私 が この よ うな計

画 を考 え つ くな ど， と うて い で きなか っ た」

先 発 隊 が 谷 に 到着 して か ら数 時 間 後 に は， 土 地 が 選 ば れ，

種 を ま く準 備 が 始 ま っ た。 乾 燥 して固 い た め耕 す こ との で き

な い 土 地 だ と知 った彼 らは， 山か ら流 れ る川 を せ き とめ て，

乾 き切 った 地面 を う るお した６ 北 米 に お け る近 代 か んが い法

の始 ま りで あ った 。

ゆ るが せ にで き る時 間 は い っ とき もな か っ た。 シ ーズ ン は

す で にお そ く， ジ ム ・ブ リ ッジ ャー は 山 に早 霜 の降 りる こと

を警告し々瀬 まきが大輪 ですすめ猟 三 三日のうち

に何 工 一 カ ー もの 土 地 の 種 ま きが終 った。

冬 まで には ， 移 って きた人 た ち で谷 の人 口 は二 千 百 人 ほ ど

にふ え た。 そ の間 に学 校 が 建 ち， 町 が す え られ ， 山 か ら切 っ

て き た丸 太 で 野 原 や 庭 は 垣 を め ぐら され た σ神 殿 用 地 が 選 ば

れ ， 太 い 丸 太 や ア ドーベ れ ん が で １０エ ー カー の と りでが 築 か

れ ， 丸 太 小 屋 や ア ドーベ れ ん が の 家 が 建 っ た。 翌 年 ブ リガ

ム ・ヤ ン グ と そ の他 二 入 は ウ ィ ン ター ・ク ナー タ ー スへ の道

を引 き返 して ， さ らに多 くの人 々 を 谷 へ導 い た 。 モ ル モ ン の

間 に は怠 惰 な 者 の い る余 地 が な か った 。

アザ ミや ピ グ ウ ィー ド， ユ タ州 の州 花 とな っ て い るセ ゴ百

合 の根 が ， 不 足 な 食 物 を お ぎな った。 小麦 や と う もろ こ しや

じゃが い もは， 種 を と るた め に と って お か ね ば な ら な か っ

た。

春 に は五 ， 六 千 工 一 カ ー の土：地を耕 して 種 を ま き， ６月 に

は豊 か な作 物 が実 っ たが ， そ の青 々 と した 畑 を イ ナ ゴ が襲 っ

た。 飢 え た イ ナ ゴ の群 れ は 破 壊 す る悪 魔 の よ うに実 っ た作 物

を侵 しは じめ た。 数 工 一 カ ーの 土 地 に実 る穀 物 に生 命 を か け

た住 民 は， 狂 気 の よ う に あ らゆ る手段 を つ く して イ ナ ゴ と戦

っ た。 棒 を持 ち， シ ャベ ル を ふ るい， ほ う きを ふ りか ぎ し，

み ぞ を掘 り，次 や 水 を 用 い た。 しか し， 「山 か ら落 ち る淘 流」

の よ うに イ ナ ゴ は お しよせ て き た。 開 拓 者 た ちに施 す す べ は

・なーか った 。

しか し， 自 由を 求 あて 大 陸 を縦 断 した 信 仰厚 い人 々 は， 必

要 な時 に見 捨 て られ は しな か った 。輪 を え が い て 鳴 きた て る
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カ モ メの 大群 が や って きて， 穀 物 を食 い 荒 らす イ ナ ゴを襲 っ

た ので あ る。 カモ メは来 る 日 も来 る 日も イ ナ ゴを 食 い 続 け，

つ い に谷 に は ・イナ ゴが ほ とん ど見 られ な くな った。

カ モ メは ユ タ州 の 鳥 とな って い る。 ソル ト ・レ ー ク市 の テ

ンプ ル ・ス ク ェア に は， 「モ ル モ ンの開 拓 者 に たま わ った 神

の慈 悲 」 を た た え て二 羽 の カモ メ の記 念 碑 が あ る。

そ の秋 には ブ リガ ム ・ヤ ング に導 かれ て二 千 五 百 人 以上 の

人 々 が谷 に到 着 し， さ らに移 住 の仕 事 はす す め られ た 。推 定

人 口 は １８５０年 に一 万 五 千 ， １８５６年 に は七 万 六 千 人 に達 した 。

１８４７年 中 に は八 万 五 千 の移 庄者 が旅 を し， １８６９年 に は鉄 道 を

利用 した。 多 くの人 々 は手 車 を 押 して 全 行 程 を 歩 き通 した 。

子 供 や妻 ， あ るい は夫 を旅 の途 中 で墓 に埋 め る人 々 も少 くな

か った 。 シー ズ ンに お くれ て出 発 し雪 に降 られ た 二 つ の手 車

隊 は 悲惨 な状 態 に陥 り， 五 人 に… 人 の割 で 合 計 ２２２人 の死 者

を 出 した 。

塩 の湖 の そ ば に入 殖 した時 か ら， 開 拓 者 た ちは ブ リ ガ ム ・

ヤ ン グの霊 感 に満 ち た指 導 に よ って ， 周 辺 の地域 に広 ま って

い った 。 多 くの人 々 は ブ リガ ム ・ヤ ン グを ， ア メ リカ史上 最

大 の 開拓 者 に数 え て い る。 それ らの人 々 はユ タだ け で な く，

ア リゾ ナ， ネバ ダ， カ リフ ォル ニ ア， アイ ダ ホ， ワイ オ ミン

グ， モ ン タナ， コ ロ ラ ドな ど各 州 の設 立 と発 展 に多 大 な貢 献

を し た。 メキ シ コか ら カナ ダ ま で， 移 住 者 の住 む 所 に はモ ル

モ ン の影 響 が及 ん で い る。

西 部 を 開拓 す る こ とは容 易 で な か っ た。 イ ン デ ィア ン との

争 い を 避 け， 荒 野 を耕 し， 河 を利 用 し， か んが い 法 と乾 燥 地

農 業 を 開 発 し， 家 や学 校， 教 会 ， 神 殿 ， 道 路 ， 工 場 を 建 設

し，．いま だ に多 い 偏 見 に打 ち勝 って改 宗 者 を得 る こと な ど。

しか しそれ らの仕 事 は人 を強 く した。 ドリ ュー知 事 の言 葉

通 りに， 西 部 にお け る末 日聖 徒 は， そ の宗 教 が 「現 実 に耐 え

抜 くか 否 か を 試 され る」 機 会 を得 た。

今 や 教 会 員 は， 西部 各州 を 中心 に合 衆 国全 州 ， カ ナ ダ， メ

キ シ コ， 中 部 お よ び 南 アメ リ カ， ヨー ロ ッパ ， 日本 ， オ ー ス

トラ リア， ニ ュー ジ ー ラ ン ド， 太 平 洋 の 島 々， 南 ア フ リカ，

近 東 ，極 東 に二百 五 十 万 を 数 え て い る。

末 日聖 徒 の礼 拝 堂 は 日曜 日 に人 々 で あ ふ れ る。 週 を 通 じ

て， 子 供 の た め の プ ライ マ リ ー， 若 い 人 のＭ ＩＡ，．女 性 の

会 ， 男 性 の会 ， 家 族 の人 た ちの 会 に お い て ， 入 々 は スポ ー

ツ， ダ ン ス， ボ ー イス カ ウ ト， 夕食 会 ， 音 楽 ， ドラマ， ス ピ

ー チ な ど の レ ク リェ ー シ ョン活 動 を楽 しみ
， 学 び， 働 いて い

る。

「あ な たが た は そ の実 によ って彼 らを見 わ け るの で あ る」

と の救 い主 の御 言 葉 の ご と くに， 末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト

教 会 の会 員 は， 宗 教 に仕 事 に， 科 学 ，．芸 術 ， 教 育 ， 社 会 奉 仕

に きわ だ っ た働 き を為 して い る。

予 言 者 ジ ョ．セ フ ・ス ミス が西 部 の地 で見 た光 は， そ の輝 き

を今 ， 放 って い るので あ る。



，特 劉 、記 事 ．

最初の宣教師の到着

英 国 が選 挙 で興 奮 状 態 に あ った， 工８３７年 ７月 ２２日， 末 日聖

徒 の宣 教 師 ７名 が 英 国 プ レ ス トン にそ の第 一 歩 を し る した。

そ して彼 らは頭 上 に翻 る， 政党 の旗 に 「真 理 は勝 つ」 と書 か

れ て あ る のを 見 て喜 ん だ 。 この英 国 に お け る最 初 の伝 道 が 始

め られ たの は 彼 らが リバ プ ール に上 陸 して ２ 日後 ， ま た予 言 〆

者 ・ ・セ ・ ・ス ・ス が オ ハ 材 州 カ ー ・ラ ・ ・にお い て ＋ 二 ζ

使徒 評 議 員 で あ った ヒー バ ー Ｃ． キ ン ボ ール に向 い 「ピ ー １

バ ー 兄弟 ， 主 の み た まが 「わが 僕 ， ヒーバ ーを英 国 へ っ か わ

し， わが 教 え を広 め， か の 国 に対 す る救 い の扉 を 開 か しむべ

し」 と私 に さ さや い た 。」 と語 っ た４６日後 の こと で あ っ た 。

英 国諸 島 にお ける回復 された福音

英国における最初のバプテスマ

宣教師の英国到着後，わずか１０日にして ９人の改宗者がプ

レス トンのリブル川 でバプテスマを受けた。天使の訪れ と古

代アメリカの予言者たちか書いたという神聖な記録 （モルモ

ン経）の回復を宣言する教会に人々は非常な興味 を そ そ ら

れ，その教会へ改宗するヨーロノパ人最初のバプテスマを見

ようと， ７千人か ら９千人の大群集が川岸に並んだ。
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スコットラン ドにおける回復された福音

１８４０年 オ ル ソ ン ・プ ラ ソ ト長 老 は ス コ ッ トラ ン ドへ 行 き，

そ こです で に働 いて い た 長 老 た ち と同 じ業 に つ い た。 それ か

ら主 都 エ ジ ンバ ラ に旅 し，聖 な る十字 架 の キ リス ト像 と エ ジ

ンバ ラ城 の上 に あ る， 「ア ーサ ー王 の腰 掛 」 と呼 ばれ る， 荘

藷 講 厳な，けわ、咄 ，登。た．

そ の丘 の上 で， 彼 は熱 烈 な 祈 り蓬捧 げ， ２００人 の改 宗 者 を

出 せ るよ うに主 に嘆 願 したの で あ る。 そ う して 四 ケ月 もた た

ぬ うち に エ ジ ンバ ラ， グ ラス ゴ ー， ア ン ク ラ ムで は ２００人 と

ころか それ を は るか に ヒ回 る数 の 人 々 が改 宗 し教 会 に加 わ っ

た。 そ の後 聖 徒 た ち は この丘 を 「プ ラ ノ トの丘 」 と呼ぶ よ う

に な っ た。

ブ リガ ム ・ヤ ン グの ロ ン ドン訪 問

！８４０年 の 秋 ， 十 二 使徒 評議 員会 会長 で あ っ た ブ リガ ム ・ヤ

ング は ロ ン ドンを 訪 れ ， こ こで彼 は ヒー バ ー Ｃ． キ ン ボ ー

ル長 老 ， ウ ィル フ ォ ー ド ・ウ ソ ドラ フ長 老 ， そ の他 の十 二 使

徒 評 議 員 の献 身 的 な働 きを 見 た 。 ４年 とい う短 期 問 の う ち

に， ヤ ン グ長 老 は， 彼 自身 か 教 会 の頭 とな っ て， 新 しい シ ォ

ピンを め さ し
， 大 勢 の英 国の 聖 徒 を 含 め た 全聖 徒 を， 西 方 へ と

導 く直接 の責 任 を果 たす こと に な るの で あ る。４９年 後 の １８８９

年， ウ ソ ドラ フ長 老 は， 教 会の 大 管 長 に召 され た。
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獣

チ ャー ル ズ ・デ ィケ ンズ， モ ル モ ン移 民 船 を訪 れ る

１８６３年 ６月 ４日の 暑 い朝 ， ビ ク トリァ王 朝 時 代 の作 家 ， チ 璽濠

ヤ ール ズ ・デ ィケ ンズ が， ロ ン ドン埠 頭 に停 泊 して い た ア マ

ゾ ン号 に乗 船 し， そ の 時 の 印象 を 更Ｔ ｈｅ Ｕｎｃｏｍｍｅｒｃｌａｌ

Ｔｒａｖｅｌｅｒ” とい う彼 の本 の中 に 次 の よ うに記 して い る。 「こ

こ よ りほ か の 場所 で は， ８００人 もの人 々が 一 致 して 生 活 して

い るの を 見 た り， 彼 らの 中 で， 仕 事 をす るに 当 っ て これ ほ と 讐 鞭

多 くの 美， 力， 能 力 を 見 出す の は困 難 な こと で あ ると思 う。

私 は彼 らに反 は くす るよ うな老 え を もち そ の考 えか 正 しい こ

とを確 か め よ う と乗船 した （そ う証 明 され る こと を固 く信 じ

て い たの だ が ）。 しか し驚 い た こ と に私 の考 えは ，ま っ た く否

定 され て しま った 。私 の性：格 上 偽 りを 言 って 正 直 な 証 し人 の

ふ りを す る こ とは で きな い 、 これ は真 実 の 証 言 て あ る、何 ら

か の 素 晴 しい影 響 が この よ うな素 晴 ら しい 結 果 を生 した の で

あ る 」

マ ソケ イ大 管 長 とロ ン ドン神 殿

６１年 前 ス コ ノ トラ ン ドに宣 教 師 と して召 され た ことの あ る

デ ビ ド ０． マ ノケイ 大管 長 は， １９５８年 に再 ひ英 国へ 行 き ロ

ン ドン神 殿 を献 堂 した 。 それ は英 国 の地 に最 初 の宣 教 師 が第

一 歩 を し る して か ら １２１年 目 の こと て あ っ た。 この 中 に 入 る

す べ て の 人 の永 遠 の喜 ひ の た め に たて られ た神 殿 は， 英 国諸

島 にお け る教 会 歴 史 の中 で現 代 と い う世紀 の 開幕 を告 け る も

の で あ り， この教 会 歴 史 に今 後 も霊 感 にみ ちた 章 が書 き加 え

られ ， 書 き続 け られ るの で あ る。
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断 食 と 祈

マ リ ア ン ヌ Ｃ． シ ャ ー プ

、

り

典を学ぶとき，人は断食と祈 りの力に驚かされます。聖

ジ ョセフ Ｆ．ス ミス大管長は次のように言われま

した。 「もし全人類が断食を守ったな らば食べ過ぎの罪に対

す る人々の注意が促がされ，肉体は精神に従属レ，聖霊 との

霊的交わ りが増進し，霊の強さと力は確かなものとなる。断

食は常に祈 りを伴なうべきであり，そうする時にこの律法は

人を神へと近づけるものである」（福音の教義 第三巻 Ｐ．

２９８）

聖書には，まる三週間の悲しみの後に力と知識がダニエル

に与え られたことが示されています。

「すなわち三週間の全く満 ちるまでは， うまい物を食べず

肉と酒とを口にせず，また身に油を塗 らなかった。すると彼

は私に言った。『ダニエルよ，恐れるに及ばない。あなたが悟

ろうと心をこめ，あなたの神の前に身を悩ましたその初めの

日か ら，あなたの言葉はすでに聞かれたので，わたしは，あ

なたの言葉のゆえにきたのです。』」（ダニエル １０：３，１２）
「モーサヤの息子たちの経験から私たちは断食中の霊感さ

れた言葉 とその力を学ぶことができます。……かれ らは非常

に熱心に祈 りと断食とをしたから 「予言のみたま」と 「啓示

のみたま」とを受け，その教えを宣べ るときには神に授かっ

た権能 と威勢とによって教えた。」（アルマ １７：．３）

信仰の喜びが真の断食の一要素であると考えられ１教義と

聖約の中にもこう述べ られています。

「……而 して汝この日には他に何事をもなすことなかれ
。

ただ汝が断食を完からしあんため，言い換 うれば汝悦びを以

って充されんたあ，真心をこめてその食物を支度す ることの

みを為すべし。誠にこれは断食と祈 りにして，言を換えて言

えば悦びと祈りなり。」（教義と聖約 ５９：１３～１４）

断食日を守 ることにっいていくらか詳 しくその概略を述べ

てみますと，断食の原則は，生 きるために個人に残された福

音の中の儀式であるように思われます。断食日に何度祈るべ

きかという問題は各個人に決定を任されています。また，断

食日のほかに何度断食すべきかということもまた，各個入が

決定すべき問題です。 しか し，重病の時，または重大な問題

のある時，人は本能的に断食 と祈 りの中に主を求めるもので

す。なぜなら聖典は断食 と祈 りの中に力が得 られることを教

えているからです。主はすべてのことに命令を下すことはし

な い と言 わ れ ま した。 ジ ョセ ブ Ｆ． ス ミス大 管長 は言 って

い ます 「神 は 自 ら進 ん で な す 人 を 喜 ぶ」 と 。 （説 教 集，

２５：２９）

人 は 断食 をす る時 ， 喜 びを も って しな けれ ば な りま せ ん 。

主 は言 われ ま した。

「… …断 食 をす る時 に は
， 偽 善 者 が す るよ う に， 陰気 な顔 っ

き をす るな 。… … 断食 を して い る ことが 人 に知 れ な い で ，隠 れ

た所 に お い で に な る あな たの 父 に… …」（マ タイ ６：１６，１８）

ジ ョセ ブ Ｆ． ス ミス 大 管長 は注 釈 を 加 え て こ う言 っ て い

ます 。 「換 言 す れ ば， 幸 福 な る者 と して 世 に知 られ る よ う に」

（説 教 集 ， ２５：５８）

断 食 に お け る各 個 人 の 自由 意 志 を強 調 して ジ ョセ ブ Ｆ．

ス ミス大 管 長 は ま た次 の よ うに言 って い ま す。

「… … しか し忘 れ て な らな い こ とは
， 食 物 と飲 物 を２４時 間断

っ て断 食 日を 守 る とい う事 が 我 々 に と って絶 対 的 な規 則 で も

な く動 か しが た い 律法 で もな くて， 知 恵 と自 由意 志 を行 使 す

る各 個 人 の良 心 に任 され て い る問題 で あ る とい う点 で あ る。」

（福 音 の教 義 第 三巻 Ｐ３０６）

ジ ョセ ブ Ｆ． ス ミス 大管 長 は続 け て こ う言 っ て い ます 。

「安 息 日 に はあ な た の 断食 が完 全 な もの とな るよ うに
， ま た

あ な たが喜 び で 充 され るよ うに， ほ か の何 事 を もな さず ， た

だ ，真 心 を も って食 事 の用 意 を しな さい。 これ こそ主 が 言 わ

れ る断 食 と祈 りな の で あ る。」 （同上 Ｐ． ３０８）

予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は １８４３年 １月 １７日に次 の よ うに書

い て い ます 。

「この時 に あた り
， この 日を屈 従 の 日 と して ， １２使 徒 に よ

って， 大 い な る神 の前 に， 断 食 と讃 美 と祈 りと感謝 を 捧 げ る

よ う に命 じ られ た 。 … …我 が再 び敵 の手 か ら民 を救 った ので

民 の間 には 大 い な る喜 び が あ っ た 。」 （教 会 歴 史 記録 五巻

Ｐ．２５２）

断 食 は， 懇 願 の祈 り， 喜 び の祈 り， 感 謝 の祈 り， 特 別 の召

に対 す る準 備 に 神 の助 け を求 め る祈 り， 愛 の祈 り， 知 識 を

得 ，信 仰 の確 立 を願 う祈 り， とい うよ うに個 々人 の主 に対 す

る深 い ，心 か らの感 情 を 表現 す る もの です 。

断食 と祈 りの 中 に は喜 びが 見 出 され ます 。 断 食 と祈 りの 中

に 偉大 な 力 が体 験 さ れ， 主 に よ って ， す べ て の 者 に霊 的 な強

さ と内 な る光 が祝 福 と して与 え られ る ので す 。

３２２
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獅 子 の 如 く

勇 敢 に

マ ー ジ ェ リ イ Ｓ． キ ャ ノ ン

ロ ー リ ン Ｇ． ウ ィ ル キ ン ソ ン

ｗ ヨセ ブは レベ ッ カ ・パ ー キ ンスが 彼 の お母 さ ん に話 し
ン か け る声 を 聞 くま で は

， ドア の所 に い るのが ス トー ン

先生 だ とば か り思 っ て い ま した。 ・

「焼 きた て の は ち み つ入 りの パ ンを少 し持
って き ま し た

よ ｏ ル ー シ ー」

「本 当 に あ りが と う
。 レベ ノカ」

「何 か の た しに な ると思 って
。」

ジ ョセ フ は それ が 助 け に な るこ とを 知 って い ま した 。 お母

さ ん は， ジ ョセ ブや ほ か の子 供 た ち の看 病 で 疲 れ き って い ま

した。 彼 らは み な チ フ ス にか か って い ま した 。 ソ フ ロニ ア は

９０日 もの長 い 間病 気 で ， 死 にか けた ほ どで した 。

「ジ ョセ ブ坊 や は まだ 良 くな い よ うね え 」 と言 うパ ー キ ン

ス夫 人 の声 が 聞 え ます 。

「ええ
， この数 週 間 本 当 にひ どか った ん で す よ。 チ フス の

熱 で肩 の所 に はれ も のが で きて しま って ね 。 ス トー ン先 生 が

それ を 切 開 して 下 さ った ん で す 。 わ き腹 や足 ま で っ きさす よ

う に痛 み が ひ どい ら しい ん で す よ。 先 生 は， 他 の と ころへ 伝

染 しな い よ う に と切 開 して悪 い部 分 を取 りの ぞ い て下 さ っ た

ん で す が， ま だ とて も赤 くは れ て い て … 」

「こ うい う場 合， ど う した らい い の か， 外 科 専 門 の お医 者

さん に来 て い た だ い て相 談 しよ う と思 っ て， 今 待 って い る と

ころ な ん です よ 。」 とお 父 さん の説 明 して い る声 が 聞 え て き

ま す 。

待 っ て い る ？も う こん な に長 い間 待 って い るの に， とジ ョ

セ フは思 い ま した。 皆 が で き る限 りの ことを して くれ て い る

の を ジ ョセ フは知 っ て い ま した。 兄 のハ イ ラ ムで さえ， 痛 み

が や わ ら ぐよ うに と， 昼 も夜 もジ ョセ ブ の脚 を さ さえ て くれ

ま した。 しか し， 脚 の痛 み は少 しも楽 にな りませ ん 。 ジ ョセ

フ はや け に な って 叫 び ま した。 「お 父 さん， ど うす れ ば い い

の 。ど う した らが ま ん で き るの 。」 こ の叫 び声 と同 時 に， 父 親

の ジ ョセ ブを 呼 ぶ 声 が しま した。 「お 医 者様 が 見 え た よ ／」

ル ー シ ーが お医 者 さ んを 別 の部屋 に通 す と， レ ベ ッ カ は

「おだ い じに」 と言 い
， い そ い で帰 って行 きま した。

「先 生
， 息 子 の脚 を 救 うた め には， ど うす れ ば い い ん で し

ょ うか 。」 しば ら くの 間， 誰 も答 え る者 が あ りま せ ん で し

た。 や が て 外 科 医 の一 人 が や さ し く こ う言 い ま した。 「残 念

です が … ・我 々 に は ど うす る こ と もで きま せ ん。 息 子 さ ん の

脚 は なお りそ う もあ りま せ ん。 命 を救 うた め に は脚 を切 らな

けれ ば な りま せ ん 。」 の どか ら こみ 上 げ て くる泣 き声 を 押 し

殺 そ う とす るよ うに， ル ー シー は， 自分 の 口 を手 で お お い ま

した 。

「切 るな ん て ／ そ ん な … … ジ ョセ ブが か わ い そ うです ！
」

そ れ か ら彼女 は， ソ フ ロニ ア が死 ぬ とお医 者 さん に言 わ れ た

時 の こ とを思 い 出 しま した 。
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死 はす ぐそ ば ま で や って きて い た の に， そ の死 さ え も歩 み

を と め た ので す 。 ソ フ ロニ ア の た め に， 彼 らは祈 り， 奇 蹟 を

願 い ま した。 そ の願 い は 聞 き と どけ られ ， ま さ に奇 蹟 が 起 こ

った ので した 。 ジ ョセ ブの お母 さん は， 両 手 で頭 をか か え，

も う一一っ の奇 蹟 を 願 って祈 りま した。

祈 りを 終 え て 頭 を上 げ る と， 彼 女 は静 か に こ う 言 い ま し

た 。

「ス トー ン先 生
， な ん とか， も う一 度 や っ て み て下 さい ま

せ ん か。 も うヅ 度 た め して み るま で は， ジ ョ．セ ブ の脚 を 切 ら

な い で 下 さい 。」 相 談 の結 果 ， お医 者 さ ん た ち は足 を 切 らず

に病 毒 に おか され た骨 を切 り取 る こ とに決 め ま した。 彼 らが

これ か らや る事 を ジ ョゼ フに話 して い る間 に， ル ー シ ー は ジ

ョセ フの 脚 の下 部 を く るむ た さ６に， 清 けつ な ホ ー ム スパ ン の

シ ー ツを 取 りに行 きま した。 そ の 当時 は， 痛 み を 消 す ます い

薬 が な か った の で， お 医者 さ ん は お母 さ んを 呼 ん で 「つ な を

何 本 か持 って来 て下 さい。 ベ ッ ドに しば りつ け ます か ら。 そ

れ か らブ ラ ンデ ー か ブ ドウ酒 を 少 し， 痛 くて とて もが まん で

きな い で し ょ うか ら。」 と言 い ま した 。

しヵ）し ジ ョセ ブは そ れ を いや だ と言 い ま した。 彼 は どん な

お 酒 も飲 み た くな か っ た し， ベ ッ ドに しば りつ け られ た く も

な か った の で す。

「お母 さん は部 屋 か ら出 て いて 下 さい
。 お 父 さん にそ ば に

い て も らい ます か ら。 お母 さ ん は ぼ くを 何 度 もお ぶ って くれ

た り， 長 い 間看 病 して とて も疲 れ て い る で し ょう 。」 そ う 言

うジ ョセ フの 目に は涙 が あふ れ て い ま した。

「お 父 さん
， ベ ッ ドの側 に座 って ， しっか りぼ くを抱 い て て

ほ しい ん だ。 そ う した らぼ く， 骨 を 切 り取 られ た って， が ま

ん す るよ 。」

お 医者 さん の一 人 は 「この子 は まだ 小 さい 。 手 術 を す る に

は， 何 か 助 け が必 要 だ ／」 と言 って 反 対 しま した。

ジ ョ セ フは うで を の ば して， お父 さん の手 を っ か み， 自分

の ベ ッ ドの横 に この大 きな お父 さん を 引 っぱ って座 らせ ま し

た。 「イ エ ス さまが き っ と助 けて 下 さ る よ。 ぼ くが ん ば る と

も」

これ を 聞 い て りっ ぱ な， 様 々な 困 難 を 切 り抜 け て きた ジ ョ

セ ブの お父 さ ん は 自分 の腕 を 幼 な い 息子 にま わ して， しっ か

り と胸 に抱 きま した。

手 術 が 始 ま りま した。 時 間 は 刻 々 と過 ぎ， 痛 み を消 す 薬 も

な くそ こに あ るの は息 子 の 手足 を押 え る力強 い 父親 の腕 だ け

で した。 ジ ョセ ブ の悲 鳴 を 聞 きつ け た お母 さん が手 術 を して

い る部 屋 にか け も ど って 来 ま した。

「あ あ
， お母 さ ん， 帰 って， 帰 って ち ょうだ い ／ 入 っ て

ほ し くな い ん だ。 お 母 さん が あ っ ちへ行 って くれ た ら， ぼ く

が ん ば って 骨 を 取 って も らう よ… … 」 とジ ョセ ブ は泣 きなが

ら言 い ま した。

ます い薬 も何 も使 わ な い原 始 的 な手 術 が終 った 時， ル ー シ

ー は くち び るが ふ るえ， 愛 す る夫 に手 術 の結 果 を たず ね る こ

と もで きず に， 部 屋 の ドア の所 に立 ちす くん で い ま した。

お父 さ ん は息 子 の 肩 を や さ しく さ さえ な が らル ー シ ー の方 を

見 て もう片 方 の手 を さ しの べ ま した 。

ル ー シ ー は部屋 を横 切 り， 夫 の片 方 の腕 を 自分 の体 に巻 き

っ け るよ うに しセ ， ジ ョセ フの ベ ッ ドの そ ば に ひ ざ まず き ま

した。 そ の時 の ジ ョセ ブ は小 さ く，青 くそ して何 て静 か に み

え た ことで し ょう。 っ か れ き った や み の中 か ら， ジ ョセ フは

お母 さ ん の足 音 を 聞 き， や さ しく， しか した め らい が ち に ほ

ほを さわ る のを感 じて， 目を 開 け ま した。 ジ ョセ ブ の青 い ひ

とみ が しっか りとお 母 さん を 見 つ め た と き， お母 さん の顔 か

ら不 安 の影 が 一 ぺ ん に吹 き飛 ん で しま い ま した。

ス トー ン先 生 は， ひ た い の 汗 を ふ きな が ら， 満 足 そ うに う

な ず き ま した。 手術 は成 功 した の です 。

少年 ジ ョセ ブは， 主 が彼 と共 に あ っ た こ とを知 っ て い ま し

た 。彼 らの祈 ．りに主 が答 え られ た の です 。 彼 の脚 は いや され

ま した 。

ジ ョセ ブの生 涯 を通 して， この 時 の彼 を人 々 は こ う言 うで

し ょう。

「彼 は獅 子 の如 く勇敢 （ゆ うか ん）

で あ った」 と。
ボ や ヰ

肱 織 ∵㌶ ＼評
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それ は な んです か ？

そ して， ど こか ら きた の で す か ？

マ ー ラ ・ ケ イ

このえ の 中 に ， い ろ い ろ な くに か らきた ９つ の も のが ， か くされ て い ます 。

（９）とか いて あ る とこ ろ をみ ど りい ろで ぬ り， （ｓ）は ち ゃ い ろ， （ｔ）は む ら さ

き い ろ ， （ａ）は み ず い ろ ， （ｗ）は だ い だ い い ろ， （ｅ）は ち ゃい ろ， （ｏ）は きい

ろ ， （ｋ）は あ か， （ｍ ）はみ ど りで ぬ って くだ さ い。 ぜ ん ぶ ぬ り おわ り ま した

か ？ そ れ で は ， ９つ の もの が ど この くに の もの か い え ます か ？

〈 こた え 〉 ア イ ル ラ ン ドの 国花 ・みや ま かた ば み。 イ タ リア の ゴ ン ドラ。 ア ラス カの エ スキ モー の い

え。 日本 の ち ょ うち ん。 ス コ ッ トラ ン ドの バ グパ イ プ （ふ え）。 オー ス トラ リアの コ ア ラ ぐま。 ア フ リカ

の だ ち ょ う。 メ キ シ コの ソ ン ブ レ ロ（ぼ う し）。 オ ラ ンダ の き ぐつ。

８０
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聖書のような深遠で難解な本を９歳，１０歳児の愛読書にさ

せることは，どんな教師にとっても一つの挑戦である。しか

しその仕事に心 と思いを尽 くす教師は聖書を子供の心の友と

することができる。

聖 書 は 心 の 友

ぞ

ジ ュ ー エ ル Ｂ．エ ル キ ン グ ス トン

師用手引きのはじめのところで述べたように，私は教
教

師として生徒に対 し次の三つの重要な義務を果すよう

に努めている。

１．興味あること

２．説得力のあること

３．熱心であること

以上の三点に留意 しながら， レッスンの準備をすると大変

うま くいく。私の証が強 く，そのクラスを教えることは特権

であり良い機会だと感 じていたとしても，生徒の関心を向け

させ意義あるレッスンをす るためには，よく勉強 し祈る必要

があることを私は知った。最大の努力をしてこそ最大の霊感

を受けることができるのである。

「聖書一神聖な記録」のレッスンをす ることは本当に大き

なチヤレンジであった。聖書のような深遠で難解な記録を元

気な９歳，１０歳児のクラスにどのように意味深 く説明す るか

というチヤレンジである。私は聖書のような大 きな本の全領

域に手を伸ばすよりは，その中の特に目立った大切な事柄を

生徒に教え，一人の人物でもよいか らこれを生徒に覚えさせ

るのがむしろ一番よい方法ではないかと考えた。そしてそう

す ることによっ｝ど，子供達が今後進んで聖書を読 もうとす る
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動機にしようと思った。大きな器いっぱいのアイス ・クリー

ムで生徒をうんざりさせ るよりも，ちょっと味みさせ，その

おいしさを知 らせて， さらにそれをもっと欲 しいという気持

にさせたいと思った。

私はクラスの一部の生徒に次のような仕事を割 り当てた。

まず第一に，一人の生徒にイエスについての概略的な話を

するように頼み，それか ら三人の子供に，彼 らにしてほしい

ことを短い手紙に書いて渡 した。 （この年令の子供は電話よ

りも手紙を受け取 ることの方を喜ぶ。）
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：その内容は二 ’

１．聖書 （バイブル） という語の意味を調べて下 さい。

聖書の二つの部分の名称はなぜそうなっていますか。

２． 「箴言」の中か ら好きな一文を選んで下 さい。－

３．旧約聖書の中の一番好きな人物を選んで下 さい。聖書

でその人物について読み，クラスで再びその物語を話せ

るように準備 して下 さい。

・最 後に，・聖書のレッス ンを生き生 きとしたものにす るたあ

め 私はモ」ゼ自身にクラメに来て話をしてもらう手配をし

た６』

これは一人の男性の協力によって実現 ざれた。彼は古い毛

布を上着代わりに着，麻布を頭にかぶ り，黒っぽい布を下着

代わりに着，杖 （庭にあった大きな棒）を手に持った。 もち

ろん白い髭を長 く垂 らす ことも忘れずに。

授業時間の中頃， このモーセは ドアをノックし，中に招か

れて入った。子供たちの顔に浮かぶ驚 きと喜びの表情，彼の

話を心に聞いている子供 たちを見ると，私が準備 した苦蛍は

一度に吹き飛び，励ましとなる程であった。

このモーセは，神の命令に従って進んだ彼の生涯の出来事

のいくつかを，しみ じみとして真に迫った演技をもって語っ

た。彼はどのようにして主がモーセに十球をお与えになった

かを説明 した。それか ら生徒 と一緒に十戒を読みいくつか強

調 したい個所のうち特に第五番目の両親 と天父に敬い従うこ

との重要性を強調 した。「

聖書の中の重要事件を子供たちに覚えさせ印象づけるため

に，私は彼 らにい くつかの物を渡 し詠 に痔って帰 り謁 示

す るか」スクラップ ・ブックに貼 るようにさせた。それ らの

物とは，装飾印刷された十戒のカー ド，’石板を割っているモ

ーセの小さな絵，聖書に含まれている書名が印刷されたしお

り，八福の教えのチャー ト，山上の垂訓の小さな絵などであ

る。

もちろん聖書の中の他の人物にクラスを訪問さ せ て も よ

い。ただ このような企画は時々しか組めない。 しか し上手に

なされたな らば，聖書を生 き生 きとしたものとなし， クラス

の生徒にそれ らの偉大な人々を単に聖書の中の人物としてで

はな く，現実的な人物 として考えさせ る助けにな るで あ ろ

う。一番大切なことは，生徒の心に聖書を読み，その中の偉

大な真理を学びたいという熱意をかき立てることである。

今 月 の 前 奏 曲

／

ＲｏｂｅｒｔＣｕｌｌｄｉｃｋ

（

」 １ 」 １ 」
ｎ

き
（

量

７ 月 の 聖 句

大人目曜学校

心 の清 い人 たち は， さい わいで あ る。彼 らは神

を見 るで あ ろ う 一』 （セタ イ ５：８）∴

子供 日曜学校

わた くしは主 が 命 じた も うた ことを行 って行 な

う ． （１ エ ニー フ ァイ ３：７）
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悔い改めについて

管理監督

ジ ョ ン Ｈ．バ ン デ ン バ ー グ 日 近の宇宙計画における進歩は，人類の知性の偉業であ
取

る。たとえば，アポロ８号，１０号計画は偉大な科学的

成功であった。 これに加えて， この科学的成功は我々個人の

生活に適用 し得 る大 きな教訓を提供 している。その教訓の一

っは，中間軌道計画 と呼ばれる宇宙誘導における重要な部分

に含まれている。アポロ宇宙船が発射された直後，宇宙船上

の計器 と地上管制センターの計器が，現在の進路を測定 し，

また現在の進路 と，目標地点に到着するためにとらなければ

な らない進路 との比較が始められた。

我々は宇宙船の誘導計器に類似 した 「たまもの」を持って

いて，正義の道から逸脱す る時，それを，我々につげてくれ

る。

ニーファイ人の予言者，モルモンはこの 「誘導」の方法に

っいて説明 し，こう言 っている。 「……あなたたちは善悪を

判断する自由と権利を与えられているばかりでなく，その判

断の方法は真昼と暗夜 とを区別するように過 りな く完全に知

れ るほど明 らかである。すべての人々はみな善悪の区別を弁

えるためにキリス トの 「みたま」を授か る……」 （モロナイ

７：１５～１６） 」〆

地上にアポロを追跡す る飛行管制基地があると 同 じ よ う

に，我々には生活の進路を正 して くれる基地がある。 この基

地には，両親 監督，定員会会長会，ホーム ・ティーチャー，

定員会指導教師，教師などが含まれている。これ らの 人 々

は，我々が昇栄への道を歩み続けることができるよう１生活

の中に効果的に配置 されている。昇栄への道か らのほんのわ

ずかな逸脱も見逃されてはならない。直ちにもとの軌道に乗

せなければな らない。我 々が生活するには，キリス トの 「み

たま」の励ましに敏感であることが必要である。 、
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我々にはしっか りと生活の進路を正 して くれる基地がある

これに加え，我々の成功を願 っている両親，指導者の助言に

耳を傾けることが必要である。我々が少 しでも正義の道か ら

逸脱 したのを発見 した時，中間軌道計画，すなわち過失を正
ね 　

す 方 法 を ， 主 は贋 罪 を 通 して 用意 して下 さっ て い る。 我 々 は

この過 程 を悔 い改 め と呼 ぶ ので あ る。 これ に よ っ て生 活 は改

善 され 我 々 の 目的 で あ る永遠 の生 命 へ の道 を歩 み続 け る こと

が で き る ので あ る。

我 々 は特 に小 さな逸 脱 と思 わ れ る こ とに気 をっ けな けれ ば

な らな い 。 な ぜ な ら， これ．ら小 さ な逸 脱 とい われ るも のが ，

我 々 の使 命 の す べ て を 失敗 きせ る こ とが で き るか らで あ る。

主 は言 わ れ た 。 「す な わ １ら， 主 な るわれ は罪 を見 て い さ さか

も これ を許 す を得 ざ れ ば な り」 （教 義 と聖 約 １ ：３１）

主 が この よ うに言 わ れ て い るの は， 昇 栄 へ 至 る道 か らの ほ、

ん の わ ず か な逸 脱 さ え も我 々 に と って は大 きな損 失 とな る こ

とを御 存 知 だ か らで あ る。 我 々 は生 活上 のい か な る罪 も過 失

も許 す べ きで は な い。 昇 栄 へ の道 に位 置 して い るか ど うか を

たえ ず 評 価 して ， 必 要 な時 ， 中 間軌 道計 画 に よ り 自分 自身 の

罪 を悔 い改 め， 元 の正 しい 道 に生 活 を も どす 必 要 が あ る。

主 が 我 々 に与 え て 下 さ った偉 大 な祝 福 の一 っ に生 活 を正 し

い方 向 に向 けて い く力 が あ る。 主 の贋 罪 に よ って のみ ， これ

が 可 能 とな る ので ある 。主 は， 我 々 が悔 い改 めを 通 して も と

の正 しい 生 活 に も どれ るよ うに して下 さって い る。 そ れ ゆ え

正 義 の道 か らの逸 脱 か ら起 こ る永 遠 の結 果 に我 々 は苦 しむ必

要 が な い ので あ る。

中 間軌 道 計 画 を達 成 す るた め に必 要 な 段 階 を ふ まね ば な ら

ぬ と同様 ， 悔 い改 め を有 効 な もの．とす る ため には， 一 定 の 条

件 を み た さね ば な らな い。

１真 の悔 い改 め の第 一一条 件 は， 自分 の罪 や 過 失 を 自覚 す る こ

とで あ る。 マ ッケ イ大 管 長 は， こう言 って い る。 「自分 自身

の罪 を悟 ち な い人 に ど ん な進 歩 が あ るだ ろ うか 。」 この よ う

な人 は，現 在 自分が あ る状 態 よ り， も っ と成 長 した， もっ．と

良 い， も 墾 と望 ま しい 状 態 が あ る とい う認 識一 これ が成 長

の根 本 的 な要 素 ぼ ので あ るが÷ ≒を 失 つて いる の で あ る．。 自

己満 足 ，と い う土 じ ま，う の中 で ぽ ド 滋 養物 が乏 しく真 の成 長 は

で き、な い。 ．そ の根 は不乎 不 満 の中 に援 助 を求 め「る１：よ う．に：な

蚤６‘一 ：’・ｉＴ” ゴ： 、Ｐ．！ 「 「．一「∵『㌧一・ ．．：’．．．り １ τ１∵ ・∵

塁｝τ天 は己 の罪 を悟 らざ る者 を 哀 れ むノくゴ ．、 １ ’・ ｒ 、．二「’

第 二 に， 罪 を 悲 しむ気 持 溝 な け れ ば な、らな い。 それ も単 に

欝

後悔す るというのではな く，心か ら悲 しむ気持がなければな

らない。使徒パウロはこのような悲しみ壷 「神のみ心にそっ

た悲 しみ」 と表現 している。彼は悔い改めたコリン トの聖徒

にあてた手紙の中で次のように言っている。

「今は喜んでいる
。それはあなたがたが悲 しんだか らでは

な く，悲しんで悔い改めるに至ったか らである。あなたがた

がそのように悲 しんだのは，神のみこころにそうたことであ

って，わたしたちからはなんの損害 も受けなかっ た の で あ

る。神のみこころにそうた悲 しみは，悔いのない救を得 させ

る悔い改めに導 き，この世の悲しみは死をきたらせ る。」 （皿

コリント７ ：９～１０）

第三に，我々が悪い行ないを したと知ってそのことを真に

悲 しむ時，その為 した行ないを告白することである。

主は言われた。「人罪を悔い改め しや否やは，見よ，彼は自

らこれを告白しその罪を捨っべければ，その悔い改めたるこ

とはこれによりて知 るを得べ し。」（教義 と聖約 ５８：４３）

では，だれに対 して自分の罪を告白すべきであろうか。

教義と聖約はこうのべている。

「……主なるわれは死に当るべき罪を犯 さず してわが前に

罪を告白し，赦 しをわれに乞 う者にはその罪を赦すなり」

（教義と聖約 ６４：７）

この聖句から我々は主に向って自分の罪を告白すべきこと

を知 る。重大な罪を犯 した者は 「イスラエルの判士」である

監督にも，その罪を告白すべきである。

第四に，我々がなした悪から遠ざかるために最大の努力を

払わなければならない。悔い改めは，我々が不当に扱 った人

々と和解 してこそ意義あるものとなるのである。

「だから，祭壇に供え物をささげようとする場合，兄弟が

自分に対 して何かうらみをいだいていることを，そこで思い

出したなら，その供え物を祭壇の前に残 しておき，まず行 っ

てその兄弟 と和解 し，それか ら帰って来て，供え物をささげ

ることにしなさい。」（マタイ ５：２３～２４）

第五に，我々は昇栄への道を歩み続けるべきである。中間

軌道計画，すなわち，過ちを正す方法により正 しい道にもど

り，二度と同じ過失を繰 り返すべきではない。我々の究極の

目的である昇栄へ至 るためにたえず思いと行ないに注意を払

い必要に応 じで我々の生活を正 しい道にもどすために悔い改

めをなすべ きである。

」

」
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私 が持 ちたかった五 う め思 い出

あ る 大 学 生

（１９２６年のエラ誌に，父親に望むこととして，大学四年生

の告白文が掲載されま した。当時の青年の父親に対する望み

がそっくりそのまま今日の青年にもあては遠 るように思われ

ます。）

１．両親は私たちにお金を くれた り，どこかに行 く場合い

っもいろいろ用意をしてくれるのですが，一緒に出かけるζ

ともなく，たいてい家に残って仕事を しているので遊びに出

かける私たちが何か罪の意識を感 じて しまいま す。 それ よ

り，両親が子供の仲間入 りを して一緒に楽しんだサーカスで

の一日や，峡谷旅行の一日を思い出すことができればよいの

にと思います。

２．あかりの側に坐っていっ もじっと新聞を読んでいる父

親よりも，私たちと一緒に歌ったり，本を読んだ り，ふざけ

合った りする夕べの一時を思い出す ことができればよいのに

と思います。

３．毎朝，一 日の仕事の予定を発表するだけの父親ではな

くて，一ケ月か一週間，一 日でもいいう．私たちと一緒に農場

の仕事の計画をたてて，単調な仕事の中か ら大きな仕事をな

したという父親を思い出す ことができればよいのにと思いま

す。

４．私 たちが朝教会に行っている間は家に残 り，午後にな

ると私たちを家ζ残 して母と出かける父親ではな く，四輪馬

車に私たちみんなをさっさと詰め込んで，父親と一緒に教会

へ連れて行かれた日曜日を思い出す ことができればよいのに

と思います。

５．成長期にある少年を悩ませる問題や事実にっいて討論

している時に，私が事実をまちがってとらえるままにしてお

いたり，問題解決を私だけの力にまかせておくのではなく，

光 と慰めを与えて くれる父親の聞かせてくれた確かな，力強

い見解を一言でも思い出すことができたらよいのにと思いま

す。

しかし実際，私の良心はこのように父を非難ず・る私 自身を

恥 じて泣きたい位なのです。なぜな ら，私の父ほど家族に献

身的であり・家族の幸福壷蜀望 し，家族の者の威功■を誇．りに

思っていた人はいなかったからです。父の模範は私たちにと
ヨ な

っ て た えず 「かが り火 」 と な って き ま し た。 本 当 に残 念 な ’こ

とな の です が ， 父 は， 私 た ちが 「父 」 を 必 要 と して い る こ と

・を知 らな か っ た の です
。・

父 が残 して くれ る土 地 よ り も， 私 た ち はむ し ろ父親 の愛，

父親 と親 し く交 わ るこ と を求 め てい た と い う事 実 を 父 は知 ら

な か っ た の で す。 そ して多 分 いつ の 日 にか 私 た ち は 自分 の力

で お 金 を得 る こ とが で き るよ うに な るで し ょうが ， 人年 を 豊
こギ

かに美しく，富んだものとしてくれ る思い出は決して作るこ

とができないということを父は知 らなかったのです。父親．と

子供たちが連れだって散歩する光景を見 る時，私の胸 はいっ

も一杯に滋 ってしまうのです。
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十 の 力

私 が彼に会・たのは潮 轍 争屯 第３歩兵賦 第１５
連隊の末 日聖徒イエス ・キリス ト教会の会員によって

開かれた聖餐会の時だけです。前線のざんごうの中にぎっし

りと１５人程入りました。我々は各自の水筒のふたと配給され

たクラッカーを使って祝福 し聖餐に与 りました。その日が第

一安息 日だったので我々はその後証会に移 りました
。

彼はアイダホ出身のスチュワー ト軍曹ですと簡単に自己紹

介をしてから，先月 どんなに豊かな主の祝福が彼の上にあっ

たかを語 り始めました。彼は背が低 く， １メー トル５０～６０セ

ンチで体重は７２キロぐらい，そして腕 と肩が強そうなのがわ

か りま した。

彼の子供 の時からの大 きな望みは立派なスポーツマンにな

ることだったと話しました。指導員たちは，チーム ・スポー

ツをするには彼が小さすぎると考えて，個人競技 に 専 念 さ

せ，レスラーとして，また長距離 ランナーとして彼はかなり

の成功を収めたのでした。彼は一等兵 として朝鮮に来ました

が，１０ヵ月の後に軍曹となったのです。そして我々は彼がそ

の階級を受けるに足 る人物であることが間もなくわかりまし

た。

スチュワー ト軍曹の証は，彼の中隊の司令官で彼の表現に

よれば巨人であるジャクソン中尉のことに移 って 行 き ま し

、た。ジャクソン中尉は身長 ２メー トル，体重が実に １１１キロ

という堂々たち体格の持ち主で，大学時代優れたスポーツマ

ンだったとのことです。軍曹は目を輝やかせて，余 りに誇張

しすぎると感 じきせ るような言葉づかいでジャクソン中尉は

全アメ リカ歩兵隊中最 も勇敢で，最 も厳 しく，偉大な中隊長

であるとのべ， 自分の部下に何かをす る様にと頼まない人は

む しろ自分か ら進んでやろうとはしない人だとも言 い ま し

た。非常な誇 りをもって，彼はさらにジャクソン中尉は男の

中の男であり，素晴 しい将校であ り，キリス トを信 じる紳士

であり，彼の指揮下におかれる者たちは皆大きなよろこびを

感 じていると話 しました。

スチュワー ト軍曹は， この聖餐会の二，三日前に巡回の仕

３２８

事を割 り当て られました。統卒者はジャクソン中尉でバ トロ

ールの先兵をつとめたのも彼でした。菱形をした急勾配の丘

をお りる時にしんがりをっとめたのが軍曹でした。丘のふも

とに近づいた時，パ トロール隊は敵の狙撃兵の伏兵にあい，

先頭にいた中尉は自動小銃でわき腹を蜂の巣のようにされて

しまったのです。彼は倒れてもなお，身体をひきずって，岩

と木の陰に身をか くし，その間にパ トロール隊の残 りの者は

丘の上によじのぼって再び一団とな りました。スチュワー ト

軍曹は，中尉の次位にあったのでパ トロールの責任が彼の双

肩にかかってきました。彼は部下に直ちに半月形の防御線を

作 らせ，部下の中から最 も大きく力 も強そうに見える一人を

選んで中尉を救助するために丘を下って行かせました。ほか

の者たちは彼を援護す る準備を しました。出かけて約３０分ほ

どして，彼はそのまま帰って来て，負傷 した中尉を動かすこ

とができなかったと報告しました。中尉は重すぎたのです。

まるで死んだ馬を持ち上げようとするようなものでした。彼

はほかの誰よりも先に自分が中尉の所に行けと命 じられたこ

とで不平を言い始めました。誰かが 「中尉のこと は忘 れ よ

う。結局彼はただの黒人なのさ。」 と言 うのが聞えま した。

この瞬間スチュワー ト軍曹は部下の方を振向き，彼の身長が

２メー トルにもなったかと思われる程 ぐっと背を伸ば して重

大なことを話す口調でこう言いました。

「中尉の肌の色が黒いか緑色か，そんなことは問題 じゃな

い。我々は彼を置 き去 りにして行 くことはできない。我々の

中の誰かが同じ立場に置かれたら，中尉はその者を置き去 り

にはしないだろう。それに，彼は我々の司令官でもあるし，

私は彼を肉身の兄弟同様に愛しているのだ。」

少 しの間沈黙があり，それから軍曹は伍長の一人に近づき

静かな， しか し，非常に威厳のある態度で， 「君が指揮をと

り我々を待つように。私が中尉を連れて来よう」と言いまし

た。

注意深 くできるだけ音を立てずに，軍曹は散在する狙撃兵

の銃火の中を中尉のいる方向へと，少 しずつ進んで行きまし

医



ベ ン Ｆ． モ ー タ ン サ ン

た。軍曹が遂に彼の所に着いた時，ジャクソン中尉は大量の

出血で衰弱しており，事態は絶望的で前線応急手当所に自分

を連れ戻す方法はないだろうと言いました。その時，スチュ

ワー ト軍曹の天父なる神に対す る偉大な信仰が彼を助けて く

れたのです。自分のヘルメッ トを取 り，倒れている指揮官の

傍にひざまついて軍曹は言いました。 「中尉，私 と一緒に祈

って下さい。」

この証会で我々は非常な感動を受けました。我々は戦場に

おける一つの偉大な ドラマを目撃 したように思いました。今

日の世界に非常に欠けている，神に対す る愛 と兄弟愛の神聖

な ドラマが我々全員の目前で行なわれたのです。語るにつれ

て軍曹のほおに涙があふれ落ち，我 々も彼 と共に声 もなく泣

きました。彼 はその時の祈 りの言葉を全部覚えてはいません

でした。それか ら，彼はこれまで一度もタバコを吸ったこと

がなかったのを思い出しました。酒類もそれがどんな形で用

いられていたにせよ決 して口にはしませんでした。

ここで，彼の話は少しの間脇道にそれて，彼がタバコと酒

類を断ったのは，宗教上の信念か らだけではなく，スポーツ

マンになるという自分の希望を達成するために強 く健康な肉

体を得たいと願ったか らでもあると説明しました。

しかし， この日祈 りの中で天父なる神と交わった時に，彼

は疑いもなく，なぜ自分の若い人生を通 して知恵の言葉に忠

実に生 きて来たのかを理解 したのでした。

「愛する主よ」 と彼は嘆願 しました。 「私には強さが一

私の肉体の能力をはるかに超えた強さが必要です。あなたの

息子でもある， この偉大な男が，ひどい傷を受けて私の横 に

倒れています。彼はす ぐに手当てを受けねばなりません。私

は彼の生命を救 うために，治療を受けられる救護所まで，彼

を この丘か ら運び上げることが必要なのです。天父なる神よ

私はあなたが，心 と手が汚れなく，清 らかな者に十の強さを

与えるとお約束なさったことを知っています。私にはその資

格があると感 じています。愛する主よ，どうぞ，私にこの祝

福をお与え下さい。」

．暫
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私 は 指 揮 官 を 抱 き上 げ ， 肩 に か つ い だ

絵 ジ ェ リー ・ハ ー ス トン

「兄弟たちよ」と彼は続けました。 「私がこう祈 った時，

私の筋肉に力が満ち浴れ るのを感 じ，その瞬間私はこれまで

に一度 も体験 したことのなかったことを一 神様が本当に信

仰深い子供たちの祈 りを聞き，そ して答えて下 さるというこ

とを知ったのでした。私はべ りくだって神に感謝をし，アー

メンと言ってヘルメットをかぶ り，かがんで静かに中隊長を

自分の肩にのせました。

私への感謝 と激励の言葉をささやきなが らジャクソン中尉

は静かに泣いていました。」

私はスチチワー ト軍曹に一度会っただけです。二時間にも

みたない時間でしたが彼の中隊にいたということは我々にと

って大 きな恵みでした。私はざんごうの中に座って選ばれた

若者に耳を傾けている時，偉大なるものの存在を感 じること

ができました。彼の魂が私の魂に触れ，そして私の信仰は，

彼のキリス トのような態度 と，天父なる神の愛，そして全人

類への兄弟愛に関する感動的な彼の証によって，火のように

燃えたのでした。

※ベ ン Ｆ．モータンサンは朝鮮戦争中，従軍牧師 として働

いていた。
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月 旅 行 ど

地 球 へ の

継雛

メ ッ セ ー ジ

Ｇ ホー マー ダ ー ラ ム博 士

（ア リゾナ州立大学総長）

１９６８年 １２月 ２７日金 曜 日朝， ア メ リ カの宇 宙 船 ア ポ ロ ８号 は

人 類 初 の月 旅 行 に成 功 し，無 事太 平 洋 に着 水 した。 合 衆 国空

軍 フ ラ ン ス ・ボ ー マ ン大佐 ， 合衆 国海 軍 ジ ェ ー ム ス Ａ ． ラ

ベ ル 大 佐 ， 合 衆 国 空 軍 ウ ィ リア ム Ａ． ア ンダ ー ス少 佐 の三

人 は ， １９６８年 １２月 ２４日， 月 を １０周 して， 歴 史 的 な宇 宙 飛 行 を

遂 げ た 。彼 らは １２月 １２日土 曜 日， フ ロ リダ州 ケ ー プ ・ケ ネデ

ィか ら出 発 した の で あ つた 。

１９６８年 の ク リス マ ス イ ヴ は， ３人 の宇 宙 飛 行 士 か らの 特別

も

な ク リス マ ス メ ッセ ー ジ を月 の軌 道 か ら直 接 テ レ ビや ラジ オ

を 通 じて 聞 い た何 百万 の人 々 の記 憶 と歴 史 に深 く刻 み つ け ら

れ たの で あ る。 そ の メ ッセ ー ジ は， 地 球 に住 む 人 々 に この上

もな い もの で あ つた。 それ は次 の よ うな もの で あ つた 。 （創

世 記 よ り）

ア ン ダー ス少 佐 ： 「は じめ に神 は天 と地 とを創 造 され た。

地 は 形 な く， む な し く， や みが 淵 のお もて に あ り， 神 の霊 が

水 の お もて を お お って い た。 神 は 「光 あ れ」 と言 わ れ た。

す る と光 が あ った。 神 は そ の光 を 見 て ， 良 し と され た。 神 は

そ の 光 とや み とを 分 け られ た」

ラベ ル大 佐 ： 「神 は光 を 昼 と名 づ け， や み を夜 と名 づ け ら

れ た 。夕 とな り， ま た朝 と な つた。 第 一 日で あ る。 神 は ま た

言 わ れ た， 「お お そ らが あれ … …」 そ の よ うに な った。 神 は

お お そ らを造 って ， お お そ らの 下 の水 とお お そ らの上 の水 と

を分 け られ た。 神 は そ のお お そ らを天 と名 づ け られ た。 夕 と

な り， ま た朝 とな つた 。第 二 日で あ る」

ボ ー マ ン大 佐 ： 「神 は また言 わ れ た， 天 の下 の水 は一 っ 所

に集 ま り， か わ い た地 が現 れ よ」 。 そ の よ うに な った。 神 は

そ のか わ い た地 を 陸 と名 づ け， 水 の集 ま った所 を海 と名 づ け

られ た。 神 は見 て ， 良 し と され た」 （創 世 記 １：１～ １０参 照 ）

宇 宙 船 か ら送 電 され て来 た地 球 の テ レ ビ実 況 放 送 を 見 て ，

ま た ボ ー マ ン大佐 に よ る月 の説 明 を 聞 い た人 々 に と って ， 三

人 の宇 宙 飛行 士 ｇ 話 した この古 え の言 葉 の意 味 が さ らに強 く

印 象 づ け られ た め で あ る。

そ して ， ボ ーマ ン大 佐 の放 送 終 了 の合 図 が あ つた。

「アポ ロ ８号 よ り， お や す み な さい。 神 が す ば ら しい 地 球

に い る皆 さん を祝 福 され ます よ うに」

１２月 ２４日早 朝 ， アポ ロ ８号 が月 軌 道 に突 入 して ５時 間 後 ，

ボ ー マ ン大佐 は テ キサ ス州 リー グ市 に あ る聖 ク リフ トフ ァ ー

監 督 派 教 会 宛 へ祈 りを送 って来 た。 ボ ー マ ン大 佐 は， そ の教

会 で 礼 拝 式 を 行 う こ とを許 され て い る信 者 な の であ る。 彼 は

ユ ー モ アを ま じえ て， 「今 晩， 礼 拝 式 を行 う責 任 が あ ります

が ど う も果 た せ そ うに あ りませ ん」 と言 って 来 た。 彼 の言 う

に は， そ の祈 りは ，聖 ク リス トフ ァー教 会 に集 ま った 人 々だ

けで な く 「あ らゆ る人 」 に捧 げ る もの と い う ことで あ つた 。

それ を こ こに記 そ う。

「神 よ
，不 完 全 な我 々 に， 世 に示 され て い る稼 の愛 を 見 せ

た まえ」

「無知 で 弱 き我 々 に
， 神 を信 頼 す る信 仰 を 与 え た まえ」

「汝 は理 解 して ，汝 に祈 りを捧 げ続 け る ことの で き る知 恵

を 与 え ，来 るべ き世 界 平 和 に我 々 の なす べ き ことを教 え た ま

え 」

これ か らの 月旅 行 は また行 な われ るで あ ろ う。 高 さ１１０ｋｍ

の軌 道 か ら見 た荒 涼 と した月 よ り も， も っと詳 細 な報 告 が述

べ られ るで あ ろ う。 月 や も つと遠 くの星 か らの メ ッセ ー ジ が

届 くで あ ろ う。 け れ ど も， 信 仰 を も ち， そ の 意 味 を深 く知 る

者 は ， ほ とん どい な い で あ ろ う。

「来 るべ き世 界 平 和 に我 々 の なす べ き こ とを教 え た ま え」

３３０



権 威 の 尊 重 と 福 音

ス タ ー リ ン グ Ｒ． プ ロ ボ ス ト

聞 ， 雑 誌 ， テ レ ビ ， ラ ジ オ な ど ， あ らゆ る マ ス ・メ デ

新
イア は， 暴 動 ， 騒 動 ， 反 逆 ， 法 に対 す る反 抗 な どの 話

で あ ふ れ て い る。 それ らの話 は特 定 の年 代 に限 られ た こ とで

は な い 。

暴 動 の 余波 は手 に負 え な い ほ ど に各 地 に広 が り， 多 くの 人

々は そ の あ りさ まを あ っ け に と られ て見 るだ けで ， そ の勢 い

を抑 制 す るす べ を知 らな い。 で は， 福 音 は法 と そ の秩 序 につ

い て ど う言 って い るの で あ ろ うか 。

律 法 は永 遠 の 原 則 で あ る。 あ らゆ る人 は， 何 らか の法 や規

則 に従 って い る。 主 は 「い か な る王 国 に も一 つ の律 法 を与 え

ら る。 且 つ いか な る律 法 に も また 或 る制 規 と条件 あ りて」 と

言 われ た。 （教 義 と聖 約 ８８：３８）

保 護 を法 にゆ だ ね る人 々 に対 して ， 主 は 明 白 に述 べ て お ら

れ る。 「お よ そ律 法 に よ りて 支 配 さ る る者 は また 律法 に よ り

て護 られ， これ に よ りて 全 くせ られ 聖 くせ らる るな り。律 法

を破 り律 法 を守 らず して 己 れ の欲 す る と こ ろを 行 わ ん と し，

進 ん で罪 の 中 に住 りま た全 く罪 の中 に住 る者 は ， 律 法 に よ り

て も また愛 憐 ， 正 義 ， 審 判 に よ りて も聖 くせ られ 得 ず 。 され

ば これ らの 者 た ちは， な お常 に機 れ の中 に止 ま らざ るべ か ら

ず 。 …… す べ て ， これ らの条 件 に堪 え得 ざ る者 は， 皆 義 しと

せ られ ざ るな り」 （教義 と聖 約 ８８：３４～ ３５， ３９）

あ る時 ， 税 金 の こ とで パ リサ イ 人 た ちが 救 い主 の と ころへ

や っ て きた。 いつ もの よ う に彼 らが主 を わ な に か け よ う と し

て や っ て き た ことを 知 っ た救 い主 は， 御 自分 に も税 を お さめ

な さい との言 葉 で答 え られ た。

「… …彼 らは デ ナ リーつ を 持 って き た。 そ こで イ エ ス は言

わ れ た ， 『これ は， だれ の 肖像 ， だれ の記 号 か 』彼 らは 『カ

ィ ザ ル の で す』 と答 え た。 す ると イ エ ス は言 わ れ た， 『それ

で は， カイ ザ ル の もの は カイ ザル に， 神 の もの は神 に返 しな

さ い』 」 （マ タ ’イ２２：１９～２１）

カ イザ ル の もの と神 の もの は どの よ うに して 見 わ け る ので

あ ろ うか 。 どの よ うな 時 に， また な ぜ， 人 は政 府 ， 教 会 ， 雇

用 主 ， そ の他 の もの に従 うべ きな の で あ ろ うか 。 これ らの質

問 に対 す る答 え は， 自由 を 求 め て 闘 い続 け て きた人 間 の精 神

を 表 わ して い る。
む

教会幹部は教会員に，混乱を避けるために政府，教会各々

の権威が入に与えられていることを知 りなさいと常に教えて

いる。

今 日の世界では，反抗は日常茶飯事である。だが，そのよ

うなふるまいの理由はさまざまである。あるものは故意にさ

か らうことであり，あるものは決まりきった毎日の気晴 らし

である。また，変化が必要であると真剣に考えて反抗す る人

々もいる。

しか しなが ら，秩序ある社会を維持するたき６には，我々が

みな何 らかの法に従う必要がある。全員がほとんどの事柄に

は行動の標準のあることを知 らなくてはならない。個人の権

利を侵害されたと思う人がいたら，その人は行動の順序に従

ってその理由を法的に正 しく訴えることができる。

１９６５年１０月の半期総大会でビュー Ｂ．ブラウン副管長は

法に従い法を敬い支えるという教会の立場を断言した。

「残念なことに，今日の我々の間には，法のもた らす恩恵

を充分に受けていないことを国家に認識させようとして，法

を破 ることを主張す る人々がある。彼 らは，確？腐法は小さ

なもので， さらに大 きな法を生みだす助けとなる炉 ら，それ

も有益で正当だと言 う。 しかし，その理由はキリス ト教の原

則と矛盾する。そのような考え方はあらゆる人には自分の従

う法と破る法を自由に選択する権利があるという こ と で あ

る。そのような理論では秩序ある社会が建設 されようはずが

ない。あらゆる人を安全に守る方法，法 に基づく手段がある

のであって，無責任に法を破ることによってはキ リス ト教の

徳を育てることができない。アナーキーの思想は無法な人々

の心にまかれ るのである。無政府状態は，神ではな く，むし

ろサタンのとる方法である。最近世界各地で起 こる暴動は，

おそるべき傾向を示 している。権威に対 して秩序に対 して，

秩序にのっとった社会の政体や権威を象徴す るすべてのもの

に対 して，無法の反抗が しばしば煽動されている」 （インプ

ルーヴメン ト・エラ誌第６８巻１９６５年１２月 Ｐ．１１０３）

結局，それ らの暴動を解決するには主に頼 るべきことが明

らかである。なぜな ら主は約束 してお られる。 「見よ，われ

はシオンの戦を為す ことを彼 らに求めず。そは，われ先の誠

命によりて告げし如 く，誠にわが約束を果すべければなり。

すなわち，われは汝 らのために戦わん」 （教義 と聖約 ｉｏ５：

３３１
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聖 アガペットは言った， 「我々がいつ も悪い人々と共に生

活するなら，彼 らのえじきか彼 らの弟子になる。一方徳ある

人々と交わるならば，我々も彼 らの徳をまねて自身を形成す

るか，少なくとも自分の欠点が軽減される」

同輩や仲間の承認を得たいという望みは，人を動かす大 き

な要素である。よくない計画を持つグループにあって，みん

なの承認を勝ち得るたあには，その計画を自分 も行なわなく

ではならない。 しか し，真理に従 う者の目標は，’天の御父に

よしと認められることである。

交際の結果 として習慣が形成 され，それによって人は交わ

る人々に影響 されて，文化教養面の価値観を形成 し，社会と

の関係を打ち立て，改善のためにどんなことを行なう．かを決

める。

今 日の社会において最も大切な問題は，抑制を促進 させる

ことによって，勝手なふるまいを制限することであろう。い

たる所で，おとなも青年も 「さらに抑制 されない自由」を主

張 している。中には彼 らの自由と，他人の権利を抑制するこ

との聞に鯨 のひかれている。と蜘 らな、、入々も、｛る．自

分を甘やかせる権利というものに関してマッケィ大管長は言

っ た 。

「自由意志は進歩の源である
。 しか し，自由意志には責任

が伴う。義に対 して報われ悪に対 して罰せ られるのなら，公

正であるためには人に独立 して行為をなす能力がな くて はな

らない。もし人が常に正 しいことを行なうよう強制されたり

どうしようもなく罪を犯すようにしむけられたりし牟なら，

義に対する祝福 も悪に対する罰 も受けることがない６

よって；人の責任は自由意志に相当して働く。神 より与え

られた法 と自然の法に調和 した行ないは幸福をもたらし，真

理に反する行ないは不幸をもたらす」 （し率わせな生活の秘

訣 Ｐ．１５４）

主に規定された範囲で自分の自由意志を行使するのは賢明

であろう。 しか し救い主 は 「われ汝らにすべての事を悉 く命

ずるは至当ならず。そは，すべての事已むを得ざれば為 さざ

る者は怠惰な り，賢 き僕 にあらざればなり。 これを以て彼は

良き報いを受 くることなし」 （教義 と聖約５８：２６）とジョセ

ブ ・ス ミスに言いたもうた。

強制によらないで民を治める秘訣を尋ね られた時，ジョセ

ブ ・ス ミスはこう言 ったと記録されている。 「私は彼 らに正

しい原則を教え，彼 らは自分 自身を治める」）ミレニアル ・

３３２

スター誌 第１３巻 Ｐ．３３９） この考えは抑制をいうものの理想

を表わ している。

ほとんどの事柄において，個人の望みをまっす ぐに整え，

神より与え られた権利を主の望みたもうように行使する責任

は，当然個人個人にかかってくる。それは，人は自分や自分

の欲求をコントロール して，努力を価値あることに集中 しな

くてはならないということを意味する。

あらゆる組織のうち最 も大切なのは家族である。良い家庭

は思いやり深 く義務感に富む父親と，よく気がついて信仰厚

い母親 と：尊敬の心を持つ従順な子供たちか ら成 る。家庭生活

の標準が高ければ高いほど，人々は教会や社会にあって互い

に対す る責任をよく果たす ことができる。

末日聖徒は一時的ではなく永遠の目標をめざして生活する

ので，家族の関係も永遠をめざして築かれなくて は な らな

い。両親は互いに尊敬を示 しあい，教会と俗世の両方の権威

を：尊重することを特に示 さなくてはならない。真にしあわせ

な家庭は権威が民主的に働いて，管理する神権者にリー ドさ

れる家庭である。家庭の人はそれぞれ最終的な決定をする前

に自分の見解をよく考えるべきことを知？ている。異なった

意見を出しあうが，いったん考えが一致すれば，それは家庭

の内外で彼 らを結ぶきずなとなる。一つの結合体 として存在

す る家庭生活は，権威の持っ目的をさらに意味あるものとす

る。

権威はそれ自体で終 りとな らない。むしろ， 自分の生活や

他人の生活に意味深いことを成 し遂げるための手段を与えて

くれる。

ヒュー Ｂ．ブラウン副管長は言った。

「私たちはあなたにチャレンジと責任を与える
。それは，

前途 に大いなる仕事，為すべ き働きが横たわっているか らで

ある。あなたや私たちの仕事とは教会や国家の権威を尊重 し

法に従い，規律に服すべ きことを私たちの民に教えることで

ある。私たちは彼 らに国を愛す る忠誠の心を教えなくてはな

らない。私たちの民は，法や秩序に逆 らうデモ行進に参加す

べきでないし，教会や国家の指導者を害 した りおびやかした

りす ることを目的とした組織に加わってはならない。

国の法律を尊重する心がないならば，神の法を尊重す る心

も当然失われ る。あなたや私たちの仕事は，民の心を教育す

ることである。価値をよく見定め，人柄をみがき，豊かに生

きて，知性を神と隣人に対する愛で輝やかせよ，と彼 らに教

えなさい」 （豊かな生活 Ｐ．２４０）

１
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伝 道 部 長 メ ッセ ー ジ

開 拓 者 だ った 私 の 先 祖

日本伝道部長

ウ ォ ル ター Ｒ． ビ ル ス

私 の曾祖 父 の ジ ョン ・ウ ェス レイ ・ビル スは， 洋

服 の仕立 を職業 と して， ペ ンシルバ ニ ヤ州 に住 んで

い ま した。 曾祖 父 は， 教会 の初 期 の会 員 で， 予 言者

ジ ョセ ブ ・ス ミス と兄 のハ イ ラム ・ス ミスの おかか

え の仕立 師で した。 ノーヴ ー軍 団 が組織 され た時，

曾 祖 父 は， 補給担 当の将軍 に任 命 され ま した。

祖 父の ウィ リア ム ・ビル ス は， ソル ト・レー ク盆

地 で ２番 目に召 され た監督 で した。彼 は支部 長 と し

て １０年， 監 督 と して４４年， 合計５４年 もの間， 同 じ場

所 で責 任 を与 え られ てい ま した。 祖父 は１８４７年， す

な わち ブ リガ ム ・ヤ ングが到 着 した と同 じ年 に ソル

ト・レー ク盆地 に着 きま した。 そ して， ブ リガ ム ・

ヤ ングの命 を受 けて， モ ルモ ンの開拓者 の手 車隊 を

ソル ト・レー ク盆 地へ 引卒 す るため，三 度 もウ イン

ター ・ク ォーター スへ 向 い ま した。彼 は， 手 車隊 の

指揮 を と って い ま した。 また祖 父は，彼 の父つ ま り

私 の曾祖 父 の仕 立 てた洋 服 を ジ ョセ ブ ・ス ミスに と

どけに行 った時 の話， 彼 の子供 達 と一緒 に遊 ん だ こ

とな どを よ く思 い出 して私 の両 親 に 語 った そ う で

す。 祖母 はわず か ７歳 の時 に手車 隊 につ いて平 原を

横断 して２００キ ロ もの道 の りを歩 き ま した。

私 は， 子供 の頃 か ら曾 祖父， 祖 父の話 を 聞か され

開拓者 の受 けた追害， 手車 を押 して， 何 千 キ ロ もの

平原 を横 切 った その苦労 ， それ らに打 ち勝 った曾 祖

父， 祖 父た ちを誇 りに思 った もので した。私 は， こ

の開拓 者 の精神 が今 日の私達 に も受 け継 がれ るべ き

だ と思 います。 ７．月に開拓 者記 念 日を迎 え ますが，

も う一 度， あ の開拓者 た ちの持 って い た燃 え るよ う

な信 仰， 進取 的 な態度， 従順 ，不 屈 の精神 を考 え，

私 た ちの教会 の奉 仕 の業 にあて は めてみ よ うで はあ

りませ ん か。

３３３
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